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■
刀
剣
の
所
持
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
冊
子

『
や
さ
し
い
か
た
な
』
を
刊
行
し
た

の
は
平
成
三
年
。
あ
れ
か
ら
三
〇
年

以
上
が
た
ち
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　刀
剣
行
政
に
も
貢
献

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
は
、

美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類

に
つ
い
て
登
録
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。
登
録
を
受
け
た
刀
な
ら
誰

で
も
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ら
の
購
入
や
売
却
も
自
由
で
す
。
し

か
し
、
そ
こ
に
誤
解
が
あ
っ
た
り
、

手
続
き
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ま
ま
敬

遠
さ
れ
、
そ
の
伝
承
や
保
存
が
危
惧

さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
当
組
合
で
は
こ
れ
ら
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
広
く
お
伝

え
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、『
や
さ
し
い
か
た
な
』
を
制
作

し
ま
し
た
。
以
来
、
二
度
の
改
訂
を

経
て
、
累
計
一
〇
万
部
以
上
を
発
行

し
、
組
合
員
・
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

に
大
い
に
活
用
し
て
き
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
三
十
余
年
間
に
、
発
見
届
に

基
づ
く
登
録
が
広
く
行
わ
れ
、
所
有

者
変
更
届
の
提
出

が
徹
底
し
て
き
た

こ
と
に
、
本
書
の

果
た
し
た
役
割
は

小
さ
く
な
か
っ
た

と
考
え
ま
す
。
国

の
刀
剣
行
政
に
当

組
合
の
活
動
が
い

さ
さ
か
で
も
貢
献

し
得
て
い
る
こ
と

は
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

　『
や
さ
し
い
か

た
な
』
が
目
指
し

た
も
の
や
主
要
な

内
容
は
少
し
も
陳

腐
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
の

変
化
を
見
据
え
て
不
断
に
見
直
し
を

す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
今
回
、
編

集
委
員
会
で
は
改
訂
を
想
定
し
、
以

下
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
も
建
設
的
な
ア
イ

デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　警
察
庁･

文
化
庁
の
指
導
を
得
て

　
現
状
の
体
裁
は
Ａ
五
判
、
中
と

じ
、
本
文
二
四
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
基

本
は
こ
れ
を
踏
襲
す
べ
き
と
の
意
見

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
た
だ
し
、
横
組

み
で
見
や
す
く
し
、
近
年
の
類
似
書

に
倣
っ
て
本
文
を
四
色
・
二
色
と
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
情
報
量

に
よ
っ
て
は
、
最
大
三
二
ペ
ー
ジ
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
訴
求
効
果

か
ら
、
刀
剣
マ
ン
ガ
を
描
か
れ
る
著

名
作
家
に
依
頼
す
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
全
国
の
組
合
員
・
賛
助

会
員
を
通
し
て
、
本
当
に
必
要
な
方

に
確
実
に
お
届
け
し
た
い
も
の
で

す
。
平
成
二
十
五
年
の
第
四
版
出
来

時
に
は
、
希
望
者
に
三
〇
部
ま
で
無

料
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
は
有
料
で

頒
布
し
ま
し
た
が
、
次
回
も
一
定
部

数
以
上
は
、
制
作
実
費
を
勘
案
し
た

有
料
頒
布
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
新
た
に
取
り
入
れ
た
い
内
容
と
し

て
意
見
の
多
か
っ
た
の
は
、
刀
剣
評

価
鑑
定
士
の
役
割
で
し
た
。

　
刀
剣
類
の
寄
贈
や
購
入
が
あ
っ
た

場
合
、
公
益
法
人
や
美
術
館
・
博
物

館
で
は
客
観
的
な
評
価
額
を
所
管
の

官
庁
に
届
け
出
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
当
組
合
に
依
頼
が
あ
っ
た
際

は
、
複
数
の
評
価
鑑
定
士
が
評
価
査

定
し
て
証
書
に
記
名
し
ま
す
。
相
続

に
際
し
て
も
同
様
で
す
。
刀
剣
評
価

鑑
定
士
は
、
既
に
公
的
な
業
務
と
し

て
機
能
し
て
い
る
の
で
す
。

　
近
ご
ろ
、
発
見
届
の
手
続
き
の
時

に
、
し
ば
し
ば
刀
を
任
意
提
出
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
例
を
聞
き
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
文
化
財
を
失
う
こ
と
は

回
避
す
べ
き
で
、
公
的
な
見
解
を
確
認

し
た
上
で
明
示
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
の
内
容

は
警
察
庁
・
文
化
庁
の
所
管
に
関
わ

る
部
分
が
大
き
く
、
両
庁
の
指
導
と

協
力
の
下
で
改
訂
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

『
や
さ
し
い
か
た
な
』改
訂
版
発
行
に
向
け
て
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ

り
組
合
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
第
三
十
六
回
通
常
総
会
は
来
る

五
月
十
七
日
（
水
）
午
前
十
時
よ

り
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て

開
催
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
役
員
改
選
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
総
会
終
了
後

に
組
合
主
催
の
特
別
交
換
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
議
事
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
開
会
の
辞

二
、
出
席
状
況
報
告

三
、
理
事
長
挨
拶

四
、
議
長
選
出

五
、
議
会
議
事
宣
言

六
、
資
料
確
認

七
、
議
案

　（
第
一
号
議
案
）
令
和
四
年
度

事
業
報
告
承
認
の
件
、
令
和
四
年

度
会
計
報
告
承
認
の
件
、
監
査
報

告　（
第
二
号
議
案
）
令
和
五
年
度

事
業
計
画
案
決
定
の
件

　（
第
三
号
議
案
）
令
和
五
年
度

収
支
予
算
案
決
定
の
件

　（
第
四
号
議
案
）
役
員
報
酬
の

件　（
第
五
号
議
案
）
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
に
関
す
る
件

　（
第
六
号
議
案
）
令
和
五
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
に
関

す
る
件

　（
第
七
号
議
案
）
一
組
合
員
に

対
す
る
貸
付
け
、
ま
た
は
一
組
合

員
の
為
に
す
る
債
務
保
証
の
残
高

の
最
高
限
度
額
に
関
す
る
件

　（
第
八
号
議
案
）
役
員
改
選
に

関
す
る
件

　（
第
九
号
議
案
）
そ
の
他

八
、
総
会
議
事
終
了
宣
言

九
、
閉
会
の
辞

第
36
回
通
常
総
会
は
5
月
17
日
に
開
催
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正しいと思う数字を選んで解答用紙に記入のこと。

［問１］	 銃砲刀剣類を譲渡あるいは相続した場
合、（　　）に所有者変更届を登録の事務を
行った都道府県の教育委員会に提出しなけれ
ばならない。空欄に当てはまる正しい語句を
下から選びなさい。

　　　　①すみやか　　② 20 日以内
［問２］	 登録証現物ではなく写しを付帯して研磨

を依頼したが、問題はないか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①	現物紛失の恐れがあるので、写しでや
むを得ない

　　　　②	登録証は刀剣類とともに移動しなけれ
ばならない

［問３］	 登録後の刀剣類を研究もしくは修理のた
め、または公衆の観覧に供するため貸付また
は保管の委託をした場合であっても、所有者
変更届をしなくてはならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問４］	 刀の実際の長さと登録証に記載されてい

る長さが異なる場合、届け出る必要があるが、
届け出るのはどこか。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①	その刀が登録されている都道府県教育
委員会

　　　　②居住地を管轄する警察署
［問５］	 登録証の付いていない刀を見つけたと

き、まずどこへ届け出るか。次の中から正し
いものを選びなさい。

　　　　①居住する都道府県教育委員会
　　　　②居住地を管轄する警察署
［問６］	 日本刀を輸出する場合の登録証の取り扱

いについて、次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①登録証を添付して輸出する
　　　　②	輸出した後、登録証は交付された都道

府県教育委員会に返納する
［問７］	 無銘の刀を鑑定審査に出したところ、「長

船兼光」に極まったので、ペンで登録証に書
き加え、それとわかるものにした。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問８］	 現代刀に入っていた所持者銘を消した

が、銃砲刀剣類登録証について内容変更の届
出はしなくてよい。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問９］	 登録証を紛失したので再交付をしても

らったが、後で旧登録証が見つかった。旧登
録証の扱いについて、次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①	旧登録証は無効であるので、教育委員
会へ返納する

　　　　②	旧登録証は有効なので、再交付登録証
を教育委員会へ返納する

［問 10］	海外へ銃砲または刀剣類を輸出または持
ち出す際の「古美術品輸出鑑査証明」の有効
期限は発行日からどれだけか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①１カ月　　②１年
［問 11］	 火縄銃を輸出する場合の手続きで正しい

記述は、次のいずれか。
　　　　①	文化庁の古美術品輸出鑑査証明を取得

しなければならない
　　　　②	文化庁の古美術品輸出鑑査証明と経済

産業省の輸出許可を取得しなければな
らない

［問 12］	日本刀を買い受け、もしくは交換し、ま
たは売却もしくは交換の委託を受けようとす
るときは、相手方の住所、氏名、職業および
年齢を確認しなければならないが、その義務
が免除される金額はいくらか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①１万円以下　　②３万円以下
［問 13］	品触れを受けたときは、当該品触れに係

る書面に到達の日付を記載し、その日からこ
れを保存しなければならないが、その期間は
どれだけか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①６カ月間　　②１カ月間
［問 14］	品触れの保存期間中に当該品を誤って譲

受した場合、買い主はどのようにしなくては
ならないか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①無条件で返却する
　　　　②代金引換で返却する
［問 15］	防犯三大義務とは、「取引相手の確認義

務」「不正品の申告義務」「帳簿等への記録義
務」である。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 16］	古物商許可を受けてから６カ月以内に営

業を開始しなかったり、６カ月以上営業を休
止すると、許可が取り消される場合がある。
○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 17］	ホームページのトップページには、「古

物商の氏名または法人の名称」「許可をした
公安委員会の名称」「許可証の番号」の３点
を表示しなければならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 18］	古物商の欠格事由で、正しいのは次のい

ずれか。
　　　　①	古物営業の許可を取り消されてから、

５年を経過しない者
　　　　②	古物営業の許可を取り消されてから、

３年を経過しない者
［問 19］	古物商本人が行商を行うときには古物商

許可証を携帯しなければならないが、古物商
が従業者に行商を行わせるときに携帯させな
ければならないのは、次のいずれか。

　　　　①身分証明証　　②行商従業者証
［問 20］	古物商が一般人から入手した古物が盗品

または遺失物であった場合、被害者等が無償
でその古物の返還を請求できる期間で正しい
のは、次のいずれか。

　　　　①その盗難または遺失のときから１年間
　　　　②その盗難または遺失のときから２年間
［問 21］	古物の買入および売却の記録（古物台帳、

帳簿、伝票等）を営業所等に保存しておかな
ければならない期間で正しいのは、次のいず
れか。

　　　　①最終記録日から３年間
　　　　②最終記録日から５年間
［問 22］	お客さまから「平日は自宅にいないので、

勤務先に古物を引き取りに来てほしい」と依
頼され、指示に従った。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 23］	古銭は古物扱いにならない。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 24］	出張買い取りの場合、クーリングオフが

適用されるが、適用期間は買い取り書面の交
付された日から何日以内か。次の中から正し
いものを選びなさい。

　　　　①３日　　②８日
［問 25］	絶滅のおそれのある野生動植物の種の国

際取引に関する条約（ワシントン条約）の対
象生物の毛皮・象牙・鮫皮等の一部を使用し
ていても、江戸時代の骨董品であれば、条約
違反とならずに輸出は可能である。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 26］	象牙の製品の取引について、正しいのは

次のいずれか。
　　　　①	ワシントン条約で国際取引が規制され

ているが、国内の取引は、特別国際種
事業者であれば扱える

　　　　②	ワシントン条約で国際取引が規制され
ているが、国内の取引は、古物商事業
者であれば扱える

［問 27］	象牙の製品を取り扱う場合、どこに届け
出るか。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①一般社団法人自然環境研究センター
　　　　②居住地の埋蔵文化財センター
［問 28］	「絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律」（種の保存法）による絶
滅危惧種の取り扱いにおいて、原形を保って
いる生牙・磨牙・彫牙、タイマイなどの剝

はく

製
せい

には１点ずつ登録票を取得し、それを付けて
展示・販売をしなければならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 29］	刀剣の刃長とはどこからどこの長さか。

次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①	切先の先端から茎（中心）尻までを結
ぶ直線

　　　　②切先の先端から棟区まで結ぶ直線
［問 30］	銘がなくなるまで短くされた刀の茎（中

心）の状態を何と言うか。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①区送り　　②大磨上げ
［問 31］	鎬、小鎬、横手の交差する点を何と言う

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①三つ頭（三つ角）　　②ふくら
［問 32］	刀の造り込みで、横手がなく、鎬筋が切

先に抜けるものを何と呼ぶか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①菖蒲造り　　②鎬造り
［問 33］	細かく詰んだ地肌に地沸が細かくつき、

肥前刀の地肌の代名詞でもあるものを何と言
うか。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①小糠肌　　②綾杉肌
［問 34］	刀の切れ味を示す言葉に「業物」があり、

４段階の位列がある。２番目に良いとされるの
は何か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①良業物　　②大業物
［問 35］	刀の切れ味を切り手の名前とともに茎
（中心）に入れた銘を意味する言葉として、
適切なものは何か。次の中から選びなさい。

　　　　①截
せつ

断
だん

銘　　②切り付け銘
［問 36］	朱銘についての正しい記述はどちらか。

次の中から選びなさい。
　　　　①	生ぶ茎（中心）無銘に対して朱漆で書

き入れた鑑定銘
　　　　②	大磨上げ無銘に対して朱漆で書き入れ

た鑑定銘
［問 37］	一般的に関物の帽子の特徴とされている

のは、次のいずれか。
　　　　①三作帽子　　②地蔵帽子
［問 38］	江戸時代、京の丹波守吉道と一門によっ

て焼かれたきわめて技巧的な刃文を何と言う
か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①濤乱刃　　②簾刃
［問 39］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　「大坂正宗」と称される刀工は［①津田助広、
②井上真改］である。

［問 40］	江戸新刀の有名工長曽祢虎徹の前身は何
であったと伝えているか。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①甲冑師　　②鉄砲鍛冶
［問 41］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　本荘義胤は新々刀期の水心子正秀や大慶直胤
の作品に彫物を彫っているが、彫同作のある
この期の刀工としては［①栗原信秀、②山浦
真雄］が有名である。

［問 42］	次の［　］の中から正しいものを選びな
さい。

　　茎（中心）に菊紋を切った大坂新刀の刀工に
［①井上真改、②近江守助直］がいる。

［問 43］	奥州平泉の豪族藤原氏の繁栄を背景にし
たと伝える刀工群は何か。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①宝寿・舞草　　②宇多・藤島
［問 44］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　その作品が最も多く国宝に指定されている刀
工は［①長光、②正宗］の９点である。

［問 45］	次のうち、在銘品の現存しない刀工は誰か。
　　　　①相州正宗　　②郷義弘
［問 46］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　相州鍛冶の祖と言われているのは［①新藤五
国光、②正宗］である。

［問 47］	古刀期の刀匠数が一番多い国はどこか。
次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①美濃　　②備前
［問 48］	一般に「応永備前の三光」と言われる刀

工で正しいのは次のどちらか。
　　　　①盛光、康光、師光
　　　　②盛光、康光、景光
［問 49］	南北朝時代の相州広光・秋広、山城の長

谷部国重などによって始められ、その後各地
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で盛んに焼かれた刃文は何か。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①簾刃　　②皆焼
［問 50］	正宗十哲に属さない刀工は、次の誰か。
　　　　①備前長義　　②宇多国宗
［問 51］	現代にまで代々伝わる月山一門が得意と

する地肌を何と言うか。次の中から正しいも
のを選びなさい。

　　　　①綾杉肌　　②梨子地肌
［問 52］	「関の孫六」と称される刀工は誰か。次

の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①兼元　　②兼定
［問 53］	江戸前期の尾張徳川家に剣術指南役とし

て仕え、同国の刀や鐔に影響を与えた剣客は
誰か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①宮本武蔵　　②柳生連也斎
［問 54］	鎌倉時代中期の太刀に多い切先の形状は

どれか。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①猪首切先　　②大切先
［問 55］	「濃州関住兼定」の刀を収めた歌仙拵は

誰の差料か。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①細川三斎　　②織田信長
［問 56］	新刀の中でも明和（1764 ～ 72）以降に

活躍した刀工の作を特に新々刀と呼ぶ。薩摩
国の刀工は両期にまたがって活躍している
が、新々刀に属す刀工は誰か。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①一平安代・主水正正清
　　　　②伯耆守正幸・奥元平
［問 57］	文化・文政のころ、鍛刀の技を鎌倉期の

刀工に倣えと復古主義を唱えた人物は誰か。
次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①鎌田魚妙　　②水心子正秀
［問 58］	日本刀はかつて帝展（現在の日展）に出

品を認められたことがある。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 59］	靖国刀とは、昭和８年から 20 年まで財

団法人日本刀鍛錬会に属す刀工が靖国神社境
内で製作した日本刀である。その総数は次の
いずれか。正しいものを選びなさい。

　　　　① 8,100　　② 12,100
［問 60］	入札鑑定において、河内守国助（初代国

助）と「同然」となるのは誰か。次の中から
正しいものを選びなさい。

　　　　①和泉守国貞（親国貞）　　②伊勢守国輝
［問 61］	入札鑑定において、主水正正清と「時代

違い通り」となるのは次の誰か。次の中から
正しいものを選びなさい。

　　　　①一平安代　　②左安吉
［問 62］	入札鑑定において、土肥真了と「同然」

となるのは次の誰か。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①鈴木加賀守貞則　　②信国吉政
［問 63］	三所物とは、同じ作者が同じ意匠で製作

した揃金具である。その組み合わせは何か。
次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①鐔・小柄・笄　　②小柄・笄・目貫
［問 64］	江戸時代の名工で、「奈良三作」と呼ば

れる金工は誰か。次の中から正しいものを選
びなさい。

　　　　①政随・乗意・安親
　　　　②利寿・乗意・安親
［問 65］	拵の鞘や白鞘の内側に、脱着可能な鞘が

二重に設けられている例がある。これを何と
言うか。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①入子鞘　　②休め鞘

［問 66］	装剣金工の祖と呼ばれる後藤家の初代は
誰か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①祐乗　　②徳乗
［問 67］	鐔を挟んで固定する金具を何と言うか。

次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①鵐

しとど

目
め

　　②切羽
［問 68］	短刀の拵で鐔のない形式を何と言うか。

次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①合口拵　　②小さ刀拵
［問 69］	太刀に付く鎺で一般に見られるのはどち

らか。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①二重鎺　　②一重鎺
［問 70］	埋忠鐔の説明で、正しいのはどれか。次

の中から選びなさい。
　　　　①室町時代中期に土佐国で作られた
　　　　②桃山時代以降に山城国で作られた
［問 71］	金家の鐔の説明で、正しいのはどれか。

次の中から選びなさい。
　　　　①	桃山時代を中心に山城国伏見で作ら	

れた
　　　　②	室町時代中期に山城国や尾張国で作ら

れた
［問 72］	帝室技芸員に刀剣では宮本包則と月山貞

一が選ばれているが、彫金（金彫）も４名が
選ばれている。それは、加納夏雄・香川勝広・
塚田秀鏡ともう１人は誰か。次の中から正し
いものを選びなさい。

　　　　①海野勝珉　　②後藤一乗
［問 73］	江戸時代中期から後期にかけて栄え、

代々の嫡流が「味墨」の号を用いた金工一派は
何家か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①浜野家　　②菊岡家
［問 74］	甲冑で蝶

ちよう

番
つがい

を使わないものはどれか。次
の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①二枚胴具足　　②大鎧
［問 75］	兜と胴の間に装着される防具で顔面に装

着しないものはどれか。次の中から正しいも
のを選びなさい。

　　　　①眼の下頬　　②喉輪
［問 76］	１領の当世具足に対し、同一デザイン・

同一寸法の鎧櫃が２つ付属する例がある。次
の中からその正しい呼称を選びなさい。

　　　　①一荷櫃　　②二荷櫃
［問 77］	次の甲冑師集団のうち、九州で活躍した

のは何派か。正しいものを選びなさい。
　　　　①早乙女派　　②宮田派
［問 78］	現存する火縄銃の中で最も多数を占めて

いる製作集団は何か。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①阿波系鍛冶　　②国友系鍛冶
［問 79］	刀匠になるためには、一人の刀匠につい

て（　　）修業する必要がある。さらに文化
庁が主催する美術刀剣刀匠技術保存研修会を
修了しなければならない。次の中から、（　）
に入る正しいものを選びなさい。

　　　　①５年間　　②７年間
［問 80］	刀匠が製作を許可される短刀・脇指の数

は、月に３振であるが、刀・太刀などの場合
は月に何振か。次の中から正しいものを選び
なさい。

　　　　①１振　　②２振
［問 81］	土取り（土置き）とは何か。次の中から

正しいものを選びなさい。
　　　　①刀の原料の砂鉄の採り方
　　　　②刀の焼刃土の塗り方
［問 82］	刀剣は焼入れの際に、一瞬内反りとなっ

た後、本来の反りが生じる。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 83］	刀身の焼き入れの後で、出来や傷を確認

し、姿や肉置きを整えるために刀匠本人が大
まかに研ぐ作業を何と言うか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①荒研ぎ　　②鍛冶押し
［問 84］	刀を研ぐ砥石の順番で正しいのはどれ

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①	荒砥―備水砥―改正砥―名倉砥―細名

倉砥―内曇砥
　　　　②	荒砥―備水砥―改正砥―内曇砥―名倉

砥―細名倉砥
［問 85］	刀の切先を仕上げる研磨手法を何と言う

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①みがき　　②なるめ
［問 86］	白く刃取りをしない刀の研ぎを何と言う

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①差し込み研ぎ　　②化粧研ぎ
［問 87］	刀の地肌や刃文を表す主要な天然砥石は

内曇砥である。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 88］	古来、日本刀の手入れに用いる「打ち粉」

の中身の主要粉末は、内曇砥である。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 89］	杢目が緻密で、年輪と年輪の間の堅さが

均一なために、白鞘に使用される木材は何か。
次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①朴
ほお

　　②樫
かし

［問 90］	白鞘などに使われる糊は、米飯を練った
米糊（続

そく

飯
い

）である。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 91］	拵の角処として使われる主たる材料は何

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①象牙　　②水牛の角
［問 92］	柄巻きなどで使用する鮫皮とは、何の皮

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①マンボウ　　②エイ
［問 93］	柄巻きの巻き方の名称で、使われないも

のはどれか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①撮
つま

み巻き　　②両
もろ

手
て

巻き
［問 94］	折紙には「代金子百枚」などと記されて

いるが、１枚は何両か。次の中から正しいも
のを選びなさい。

　　　　① 100 両　　② 10 両
［問 95］	重要美術品の認定が行われた期間はいつ

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①大正３年～昭和 24 年
　　　　②昭和８年～ 24 年
［問 96］	平成 31 年１月現在、国宝に指定されて

いる刀剣類は何点か。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　① 122　　② 251
［問 97］	新刀および新々刀に国宝はない。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 98］	重要美術品は、国に申請して許可が下り

れば、海外に輸出できる。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 99］	五畿内とはどこを指すか。次の中から正

しいものを選びなさい。
　　　　①山城・大和・和泉・河内・摂津
　　　　②備前・山城・大和・河内・摂津
［問 100］	現在の鳥取県の昔の国名は何か。次の中

から正しいものを選びなさい。
　　　　①因幡国　　②石見国

第１回「刀剣評価鑑定士」認定試験　　正　　　解
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正しいと思う数字を選んで解答用紙に記入のこと。

［問１］	 銃砲刀剣類を譲渡あるいは相続した場
合、（　　）に所有者変更届を登録の事務を
行った都道府県の教育委員会に提出しなけれ
ばならない。空欄に当てはまる正しい語句を
下から選びなさい。

　　　　①すみやか　　② 20 日以内
［問２］	 登録証現物ではなく写しを付帯して研磨

を依頼したが、問題はないか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①	現物紛失の恐れがあるので、写しでや
むを得ない

　　　　②	登録証は刀剣類とともに移動しなけれ
ばならない

［問３］	 登録後の刀剣類を研究もしくは修理のた
め、または公衆の観覧に供するため貸付また
は保管の委託をした場合であっても、所有者
変更届をしなくてはならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問４］	 刀の実際の長さと登録証に記載されてい

る長さが異なる場合、届け出る必要があるが、
届け出るのはどこか。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①	その刀が登録されている都道府県教育
委員会

　　　　②居住地を管轄する警察署
［問５］	 登録証の付いていない刀を見つけたと

き、まずどこへ届け出るか。次の中から正し
いものを選びなさい。

　　　　①居住する都道府県教育委員会
　　　　②居住地を管轄する警察署
［問６］	 日本刀を輸出する場合の登録証の取り扱

いについて、次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①登録証を添付して輸出する
　　　　②	輸出した後、登録証は交付された都道

府県教育委員会に返納する
［問７］	 無銘の刀を鑑定審査に出したところ、「長

船兼光」に極まったので、ペンで登録証に書
き加え、それとわかるものにした。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問８］	 現代刀に入っていた所持者銘を消した

が、銃砲刀剣類登録証について内容変更の届
出はしなくてよい。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問９］	 登録証を紛失したので再交付をしても

らったが、後で旧登録証が見つかった。旧登
録証の扱いについて、次の中から正しいもの
を選びなさい。

　　　　①	旧登録証は無効であるので、教育委員
会へ返納する

　　　　②	旧登録証は有効なので、再交付登録証
を教育委員会へ返納する

［問 10］	海外へ銃砲または刀剣類を輸出または持
ち出す際の「古美術品輸出鑑査証明」の有効
期限は発行日からどれだけか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①１カ月　　②１年
［問 11］	 火縄銃を輸出する場合の手続きで正しい

記述は、次のいずれか。
　　　　①	文化庁の古美術品輸出鑑査証明を取得

しなければならない
　　　　②	文化庁の古美術品輸出鑑査証明と経済

産業省の輸出許可を取得しなければな
らない

［問 12］	日本刀を買い受け、もしくは交換し、ま
たは売却もしくは交換の委託を受けようとす
るときは、相手方の住所、氏名、職業および
年齢を確認しなければならないが、その義務
が免除される金額はいくらか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①１万円以下　　②３万円以下
［問 13］	品触れを受けたときは、当該品触れに係

る書面に到達の日付を記載し、その日からこ
れを保存しなければならないが、その期間は
どれだけか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①６カ月間　　②１カ月間
［問 14］	品触れの保存期間中に当該品を誤って譲

受した場合、買い主はどのようにしなくては
ならないか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　　　　①無条件で返却する
　　　　②代金引換で返却する
［問 15］	防犯三大義務とは、「取引相手の確認義

務」「不正品の申告義務」「帳簿等への記録義
務」である。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 16］	古物商許可を受けてから６カ月以内に営

業を開始しなかったり、６カ月以上営業を休
止すると、許可が取り消される場合がある。
○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 17］	ホームページのトップページには、「古

物商の氏名または法人の名称」「許可をした
公安委員会の名称」「許可証の番号」の３点
を表示しなければならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 18］	古物商の欠格事由で、正しいのは次のい

ずれか。
　　　　①	古物営業の許可を取り消されてから、

５年を経過しない者
　　　　②	古物営業の許可を取り消されてから、

３年を経過しない者
［問 19］	古物商本人が行商を行うときには古物商

許可証を携帯しなければならないが、古物商
が従業者に行商を行わせるときに携帯させな
ければならないのは、次のいずれか。

　　　　①身分証明証　　②行商従業者証
［問 20］	古物商が一般人から入手した古物が盗品

または遺失物であった場合、被害者等が無償
でその古物の返還を請求できる期間で正しい
のは、次のいずれか。

　　　　①その盗難または遺失のときから１年間
　　　　②その盗難または遺失のときから２年間
［問 21］	古物の買入および売却の記録（古物台帳、

帳簿、伝票等）を営業所等に保存しておかな
ければならない期間で正しいのは、次のいず
れか。

　　　　①最終記録日から３年間
　　　　②最終記録日から５年間
［問 22］	お客さまから「平日は自宅にいないので、

勤務先に古物を引き取りに来てほしい」と依
頼され、指示に従った。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 23］	古銭は古物扱いにならない。○か×か。
　　　　①○　　②×
［問 24］	出張買い取りの場合、クーリングオフが

適用されるが、適用期間は買い取り書面の交
付された日から何日以内か。次の中から正し
いものを選びなさい。

　　　　①３日　　②８日
［問 25］	絶滅のおそれのある野生動植物の種の国

際取引に関する条約（ワシントン条約）の対
象生物の毛皮・象牙・鮫皮等の一部を使用し
ていても、江戸時代の骨董品であれば、条約
違反とならずに輸出は可能である。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 26］	象牙の製品の取引について、正しいのは

次のいずれか。
　　　　①	ワシントン条約で国際取引が規制され

ているが、国内の取引は、特別国際種
事業者であれば扱える

　　　　②	ワシントン条約で国際取引が規制され
ているが、国内の取引は、古物商事業
者であれば扱える

［問 27］	象牙の製品を取り扱う場合、どこに届け
出るか。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①一般社団法人自然環境研究センター
　　　　②居住地の埋蔵文化財センター
［問 28］	「絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律」（種の保存法）による絶
滅危惧種の取り扱いにおいて、原形を保って
いる生牙・磨牙・彫牙、タイマイなどの剝

はく

製
せい

には１点ずつ登録票を取得し、それを付けて
展示・販売をしなければならない。○か×か。

　　　　①○　　②×
［問 29］	刀剣の刃長とはどこからどこの長さか。

次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①	切先の先端から茎（中心）尻までを結
ぶ直線

　　　　②切先の先端から棟区まで結ぶ直線
［問 30］	銘がなくなるまで短くされた刀の茎（中

心）の状態を何と言うか。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①区送り　　②大磨上げ
［問 31］	鎬、小鎬、横手の交差する点を何と言う

か。次の中から正しいものを選びなさい。
　　　　①三つ頭（三つ角）　　②ふくら
［問 32］	刀の造り込みで、横手がなく、鎬筋が切

先に抜けるものを何と呼ぶか。次の中から正
しいものを選びなさい。

　　　　①菖蒲造り　　②鎬造り
［問 33］	細かく詰んだ地肌に地沸が細かくつき、

肥前刀の地肌の代名詞でもあるものを何と言
うか。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①小糠肌　　②綾杉肌
［問 34］	刀の切れ味を示す言葉に「業物」があり、

４段階の位列がある。２番目に良いとされるの
は何か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①良業物　　②大業物
［問 35］	刀の切れ味を切り手の名前とともに茎
（中心）に入れた銘を意味する言葉として、
適切なものは何か。次の中から選びなさい。

　　　　①截
せつ

断
だん

銘　　②切り付け銘
［問 36］	朱銘についての正しい記述はどちらか。

次の中から選びなさい。
　　　　①	生ぶ茎（中心）無銘に対して朱漆で書

き入れた鑑定銘
　　　　②	大磨上げ無銘に対して朱漆で書き入れ

た鑑定銘
［問 37］	一般的に関物の帽子の特徴とされている

のは、次のいずれか。
　　　　①三作帽子　　②地蔵帽子
［問 38］	江戸時代、京の丹波守吉道と一門によっ

て焼かれたきわめて技巧的な刃文を何と言う
か。次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①濤乱刃　　②簾刃
［問 39］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　「大坂正宗」と称される刀工は［①津田助広、
②井上真改］である。

［問 40］	江戸新刀の有名工長曽祢虎徹の前身は何
であったと伝えているか。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①甲冑師　　②鉄砲鍛冶
［問 41］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　本荘義胤は新々刀期の水心子正秀や大慶直胤
の作品に彫物を彫っているが、彫同作のある
この期の刀工としては［①栗原信秀、②山浦
真雄］が有名である。

［問 42］	次の［　］の中から正しいものを選びな
さい。

　　茎（中心）に菊紋を切った大坂新刀の刀工に
［①井上真改、②近江守助直］がいる。

［問 43］	奥州平泉の豪族藤原氏の繁栄を背景にし
たと伝える刀工群は何か。次の中から正しい
ものを選びなさい。

　　　　①宝寿・舞草　　②宇多・藤島
［問 44］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　その作品が最も多く国宝に指定されている刀
工は［①長光、②正宗］の９点である。

［問 45］	次のうち、在銘品の現存しない刀工は誰か。
　　　　①相州正宗　　②郷義弘
［問 46］	次の［　］の中から正しいものを選びな

さい。
　　相州鍛冶の祖と言われているのは［①新藤五
国光、②正宗］である。

［問 47］	古刀期の刀匠数が一番多い国はどこか。
次の中から正しいものを選びなさい。

　　　　①美濃　　②備前
［問 48］	一般に「応永備前の三光」と言われる刀

工で正しいのは次のどちらか。
　　　　①盛光、康光、師光
　　　　②盛光、康光、景光
［問 49］	南北朝時代の相州広光・秋広、山城の長

谷部国重などによって始められ、その後各地

第１回「刀剣評価鑑定士」認定試験　　問　　　題
主催／全国刀剣商業協同組合
監修／	公益財団法人日本美術刀剣保存協会	

公益財団法人日本刀文化振興協会	
一般社団法人日本甲胄武具研究保存会

■�刀剣評価鑑定士は令和元年 4月17日に第1回認定試験を実施し、40名の有資格者が誕生しました。その試験問題を再録しますので、取り組んで
みてください。時間は 60分で、100問中、80問以上の正解であれば合格です。
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と
座
の
下
に
星
や
そ
れ
を
抜
か
れ

た
穴
は
な
し
と
判
断
で
き
る
。

　
一
般
に
は
こ
の
数
と
大
円
山
の
フ
ォ

ル
ム
で
、
南
北
朝
時
代
に
心
が
向
か
っ

て
し
ま
う
。
江
戸
期
の
当
世
具
足
に
古

い
部
品
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
は
、

よ
く
あ
る
こ
と
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
俺
は
当
時
の
俺
の
心
に

「
待
っ
た
」
を
か
け
た
。
最
上
部
の
星

と
最
下
部
の
星
の
容
積
に
一
〇
〇
対
七

〇
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
だ
。
星
兜
・
筋

兜
を
構
成
す
る
板
は
細
長
い
三
角
状
を

集
め
る
わ
け
で
、
上
部
に
行
く
に
つ
れ

狭
く
な
り
、
隣
の
板
と
を
繋
ぐ
そ

の
星
や
鋲
は
小
さ
く
な
る
の
は
当

然
だ
。
こ
れ
は
「
厘
劣
り
」
と
い

う
俗
称
を
持
つ
。

　「
南
北
朝
期
の
兜
の
星
に
は『
厘

劣
り
』は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
よ
」

と
言
っ
た
の
は
笹
間
良
彦
氏
。
雑

談
の
中
の
言
葉
だ
っ
た
が
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
言
葉
が
俺
の
中
に

残
っ
て
い
く
。

　
頭
を
抱
え
て
い
る
俺
を
見
た
柴

田
和
光
氏
は
、
当
時
文
化
庁
に
勤
め
て

い
た
広
井
雄
一
氏
に
相
談
。
広
井
氏
は

俺
を
東
京
国
立
博
物
館
甲
冑
補
修
室
の

小
沢
正
実
氏
に
紹
介
。
失
礼
な
が
ら
、

氏
に
直
球
勝
負
な
質
問
を
し
た
覚
え
が

あ
る
。
こ
の
兜
鉢
が
南
北
朝
期
の
も
の

か
、
ま
た
は
復
古
調
期
の
も
の
か
の
質

問
に
、
氏
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
場
所
に
驚

か
さ
れ
た
。
腰
巻
板
、
眉
庇
裏
の
接
続

に
使
わ
れ
た
穴
に
残
る
バ
リ
（
プ
ラ
モ

の
好
き
だ
っ
た
奴
、
わ
か
る
よ
ね
）
の

捻
れ
の
方
向
を
無
理
せ
ず
で
き
る
範
囲

内
で
チ
ェ
ッ
ク
、
鶉
革
の
色
の
メ
リ
ハ

リ
を
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
し
て
復
古
調
期
の

も
の
と
判
断
し
た
。

　
続
い
て
、
自
分
の
職
場
に
ち
ょ
う
ど

よ
く
来
ら
れ
た
芳
賀
実
成
氏
に
同
様
に

ご
覧
に
入
れ
る
。
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で

全
く
違
う
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
各
間
の
筋
立
て
の
一
番
下
の
高
さ

を
少
し
だ
け
越
し
て
い
る
腰
巻
板
の
打

ち
返
し
の
高
さ
を
見
て
「
低
す
ぎ
る
く

ら
い
低
い
が
、
こ
れ
は
南
北
朝
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
」
と
断
じ
る
。「
多
く
は

も
っ
と
打
ち
返
し
が
高
く
錯
覚（
主
観
）

を
伴
い
裾
野
構
造
に
見
え
る
こ
と
も
あ

る
」
と
続
け
た
。

　
次
号
で
笹
間
良
彦
氏
の
こ
の
兜
を
見

せ
た
と
き
の
話
と
、
広
井
雄
一
氏
が
俺

に
言
っ
た
驚
愕
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

　
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
三
十
年
の
時

を
経
て
俺
の
眼
前
に
現
れ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｏ
40
」
と
い
う
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
持
つ

兜
鉢
に
つ
い
て
記
す
。
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ＪＡＹＯ40のレプリカ（石原明浩氏製作）

　
そ
の
う
ち
、
勉
強
し
て
み
た
い
こ
と

が
あ
る
。

　「
そ
の
う
ち
」
と
言
っ
て
る
間
は
、

き
っ
と
し
な
い
。
忙
し
い
、
時
間
が
な

い
と
言
っ
て
、
し
な
い
も
の
だ
。

　
そ
の
勉
強
し
た
い
こ
と
と
は
、「
和

歌
」
で
あ
る
。

　
自
ら
詠
む
な
ど
と
、
大
そ
れ
た
こ
と

は
望
ま
な
い
。
恐
れ
多
い
！
　
と
に
か

く
注
釈
に
頼
り
切
ら
ず
、
源
氏
物
語
や

平
家
物
語
を
読
ん
で
み
た
い
の
だ
。

　
好
き
な
和
歌
が
あ
る
。

　「
深
草
の	

野
辺
の
桜
し	

心
あ
ら
ば	

今
年
ば
か
り
は	

墨
染
め
に
咲
け
」

	

（『
古
今
集
』
上

か
む
つ
け
の野

岑み
ね

雄お

）

　
　	

注
釈
―
深
草
の
野
辺
の
桜
よ
、
心
が
あ

る
な
ら
ば
弔
意
を
示
し
て
、
今
年
だ
け

は
喪
の
墨
色
に
咲
け
。

　『
源
氏
物
語
』
の
「
薄う

す

雲ぐ
も

」
の
帖
で
、

藤
壺
が
亡
く
な
っ
た
後
、
悲
嘆
に
く
れ

る
源
氏
が
口
ず
さ
ん
だ
古
歌
だ
。

　
和
歌
に
疎
い
私
で

す
ら
、
痛
い
ほ
ど
源

氏
の
悲
嘆
に
迫
ら
れ

る
気
が
し
た
。
常
な

ら
ば
、
春
の
花
の
王

と
し
て
君
臨
す
る
桜
。

な
の
に
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
も
胸
を
え
ぐ
る

悲
嘆
や
哀
惜
の
情
を

伝
え
て
く
る
。

　「
花は

な
の
え
ん宴
」
の
帖
で
見
た
、
若
き
光
源

氏
と
満
開
の
桜
の
美
し
さ
や
煌
め
き

は
、
そ
こ
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。

　
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
無
音
状
態
の

よ
う
な
、
美
し
い
桜
の
佇
ま
い
が
あ
る

よ
う
だ
。
華
や
か
な
ピ
ン
ク
の
桜
で
は

な
く
、
山
桜
の
白
っ
ぽ
い
高
雅
な
姿
。

　
そ
れ
が
法
衣
の
墨
染
め
の
色
に
変
わ

る
、
鮮
烈
な
色
彩
の
変
化
が
三
十
一
文

字
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
極
限
ま
で
言
葉
を
削
ぎ
落
と
し
て
、

徹
底
的
に
厳
選
し
て
い
る
。ま
さ
し
く
、

言
葉
と
言
葉
の
鐔
競
り
合
い
の
よ
う

だ
。

　
私
は
、
そ
れ
を
傍
観
者
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
理
解
し
た
い
。

　
ゆ
っ
く
り
学
べ
る
の
は
、
い
つ
の
日

だ
ろ
う
か
と
心
細
く
思
う
。そ
の
う
ち
、

九つ

十く

九も

髪が
み

の
学
生
に
変へ

ん

化げ

し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　消費税納税義務の
ある事業者を対象と
した、いわゆるイン
ボイス制度が開始さ
れるとどうなるの
か、関心が高いこと
と思います。
　現在、消費税を申
告している事業者
は、商品を販売した際に受け取った消
費税分をいったんプールし、一方で仕
入れたり費用を支払ったりした際の消
費税を差し引いて申告納税していま
す。その請求書や領収書に、取得した
インボイス番号を記載して保管するの
が、今回の制度と言えるでしょう。
　申請は 3月末までとなっていました
が、混乱回避のために延期されまし
た。マイナンバーカードの昨今の状況
からみても、導入間際は混雑で発行
が間に合わないことも予想され、取引
に影響が出ないよう、取得予定者は早
めの申請が良いでしょう。
　私たち美術商は美術商特例があり、
古物台帳へ一定の事項を記入すれば、
適格請求書等発行事業者でない方か
らの購入も同じように処理できます
が、その場合は登録事業者でないと
の表示が必要となり、それぞれの状況
でプラスやマイナス要因があるので
注意が必要です。
　交換会市場では、組織形態により、
参加者全員の登録を要する場合もあ
ります。制度開始から一定期間、仕入
税額控除があったり、新たな登録事業
者への税額優遇もできたので、不明
な点は国税庁、所轄税務署、税理士
へご相談をお勧めします。
	 （伊波賢一）

インボイス番号は取得済み？
適格請求書等保存方式が

10月に開始

　
小
田
原
城
常
盤
木
門
二
階
に
あ
る
常

盤
木
門SAM

URAI

館
で
は
、
二
〇

一
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本

甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
の
会
員
蔵
品
を

中
心
と
し
た
甲
冑
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
半
年
に
一
度
展
示
替
え
を
し
、
今

年
三
月
二
日
か
ら
公
開
中
の
展
示
品
で

十
二
回
目
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
公
開
中
の
甲
冑
十
点
は
、
七
月

三
十
一
日
（
月
）
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

小
田
原
城
に
お
越
し
の
際
は
、
常
盤
木

門
二
階
のSAM

URAI

館
に
も
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
現
在
展
示
中
の
品
物
か
ら

三
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
本
小
札
白
糸
素
懸
威
胴
丸
具
足

　
臑
当
銘	

安
政
二
卯	

二
月
吉
日
／
明

珎
紀
宗
功
作
。
江
戸
時
代
末
期
。
銘
か

ら
幕
末
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
胴
と
草
摺
は
革
包
み
の
本
小
札

で
、
広
袖
の
金
物
も
安
土
桃
山
時
代
の

も
の
を
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

兜
の
鍬
形
台
の
「
花
菱
」
紋
と
吹
返
し

の
「
葉
菱
」
紋
か
ら
柳
沢
家
の
伝
来
品

と
考
え
ら
れ
、
大
名
具
足
と
し
て
見
応

え
の
あ
る
品
で
あ
る
。

●
鉄
錆
地
龍
打
出
五
枚
胴
具
足

　
兜
銘	

相
州
住
吉
久
／
胴
銘	

相
州
雪

下
住
明
珎
守
助
。
江
戸
時
代
。
兜
は
四

十
二
間
覆
輪
付
き
の
相
州
鉢
で
あ
る
。

胴
に
相
州
鍛
冶
の
銘
が
あ
る
の
は
珍
し

い
。「
雪
下
」
は
鎌
倉
の
地
名
か
も
し

れ
ず
、
製
作
地
な
ど
明
ら
か
で
な
い
相

州
甲
冑
鍛
冶
を
解
明
す
る
資
料
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

●
錆
地
三
枚
張
蒙
古
鉢
形
兜

　
江
戸
時
代
。
鉄
板
三
枚
を
矧
ぎ
合
わ

せ
て
合
わ
せ
目
を
切
鉄
で
補
強
し
、
天

辺
に
管
を
付
け
た
こ
の
よ
う
な
兜
鉢

は
、
蒙
古
兜
と
呼
ば
れ
る
大
陸
系
の
兜

に
多
く
見
ら
れ
る
。
本
品
も
大
陸
、
あ

る
い
は
南
蛮
兜
の
影
響
を
受
け
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
日
本
甲
冑
武

具
研
究
保
存
会�

事
務
局
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
�

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

【
小
田
原
城
常
盤
木
門SAM

U
RAI

館
第
十
二
回
甲
冑
展
示
の
お
知
ら
せ
】

刀　剣　界令和5年4月15日発行 第66号

（4）

　
二
月
四
日
か
ら
三
月
十
九
日
に
か
け

て
広
島
県
福
山
市
の
ふ
く
や
ま
美
術
館

に
お
い
て
特
別
展
「
名
刀
江
雪
左
文

字
―
江
雪
斎
、
家
康
、
頼
宣
が
愛
し
た

刀
の
物
語
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
福
山
城
築
城
四
百
年
記
念
協
賛
事
業

と
し
て
開
催
さ
れ
た
本
展
は
、
同
館
が

所
蔵
す
る
国
宝
「
江
雪
左
文
字
」（
南

北
朝
時
代
に
筑
前
国
の
左
文
字
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
太
刀
で
、
戦
国
時
代
に
北

条
氏
の
武
将
で
あ
っ
た
板
部
岡
江
雪
斎

の
愛
刀
と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
由
緒
伝

来
を
掘
り
下
げ
る
と
い
う
も
の
。

　
さ
ら
に
同
作
に
付
随
す
る
拵
、箱
書
、

刀
袋
、
下
げ
札
の
ほ
か
、
か
つ
て
同
封

さ
れ
、
現
在
で
は
別
離
し
て
い
る
替
え

柄
や
鐔
、
由
緒
書
、
家
康
よ
り
頼
宣
が

拝
領
し
た
と
伝
わ
る
紀
州
東
照
宮
に
伝

来
す
る
「
初
陣
具
足
」
の
関
連
染
織
品

を
一
堂
に
集
め
、
当
時
の
美
意
識
を
探

る
、
ユ
ニ
ー
ク
で
学
ぶ
こ
と
の
多
い
内

容
で
あ
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
尾
張
徳
川
家
伝
来
の
短
刀

国
光
（
新
藤
五
）
や
駿
府
御
分
物
の
短

刀
無
銘
延
寿
国
吉
（
共
に
個
人
蔵
）、

享
保
名
物
の
刀
無
銘
兼
氏
（
名
物
分

部
志
津
、
文
化
庁
蔵
）、
短
刀
無
銘
正

宗（
名
物
九
鬼
正
宗
、林
原
美
術
館
蔵
）、

刀
朱
銘
三
木
左
（
個
人
蔵
）、
赤
銅
鳥

頸
太
刀
銘
真
長
（
野
上
八
幡
宮
蔵
）、

刀
銘
於
南
紀
重
国
（
和
歌
山
県
立
博

物
館
蔵
）、
短
刀
金
粉
銘
當
麻
／
本
阿

（
名
物
上
部
當
麻
、
個
人
蔵
）、
な
ど
の

名
刀
を
展
示
。

　
こ
れ
に
、
平
成
三
十
年
に
同
館
に
寄

贈
さ
れ
た
国
宝
七
口
、
重
要
文
化
財
六

口
、
福
山
藩
主
阿
部
家
ゆ
か
り
の
長
義

を
加
え
た
小
松
安
弘
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全

て
を
一
堂
に
展
示
し
た
素
晴
ら
し
い
展

観
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
本
展
覧
会
の
図
録
に
は
詳
細

な
作
品
解
説
の
ほ
か
、
同
館
学
芸
員
の

月
村
紀
乃
氏
や
東
京
文
化
財
研
究
所
研

究
室
長
安
永
拓
世
氏
の
コ
ラ
ム
、
考
察

が
多
数
収
録
さ
れ
、
非
常
に
優
れ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
好
評
に
つ
き
増
刷

さ
れ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
同
館
で
令
和
六
年
二
月
十
八

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
特
別
企
画
展
「
正

宗
十
哲
」
展
は
、
刀
剣
博
物
館
と
の
共

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。（
飯
田
慶
雄
）「江雪左文字展」が開催されたふくやま美術館

　
東
京
・
九
段
の
靖
國
神
社
で
は
、
新

年
三
が
日
の
参
拝
者
数
が
例
年
お
よ
そ

十
一
万
人
で
す
が
、
今
年
は
八
万
二
千

人
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
そ
れ
で
も
境
内
は
コ
ロ
ナ
禍
と
は

思
え
な
い
賑
わ
い
で
、
拝
殿
に
お
詣
り

す
る
長
蛇
の
列
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
恒
例
と
な
っ
た
刀
剣
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
奉
納
新
春
刀
剣
展
=
「
奉
納
新
春

刀
剣
展
」
は
、
元
旦
か
ら
一
月
十
四
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
は
太
刀

一
口
、
刀
四
口
、
脇
指
五
口
、
短
刀
五

口
で
、
見
学
者
は
、
刀
匠
自
身
に
よ
る

新
作
刀
の
解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

も
多
数
展
示
さ
れ
、
刀
の
製
作
の
様
子

な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

●
特
別
企
画
﹁
実
技
公
開
﹂
=
刀
剣
研

磨
（
藤
代
興
里
・
龍
哉
）、刀
身
彫
刻
（
橋

本
琇
巴
）、
刀
身
彫
刻
（
木
下
宗
風
）、

白
鞘
（
水
野
美
行
）
の
実
技
公
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
日
か
ら
は
、
全
日
本

刀
匠
会
関
東
支
部
の
刀
匠
に
よ
る
刀
身

の
仕
立
て
や
土
取
り
、銘
切
り
な
ど
が
、

ま
た
甲
冑
師
に
よ
る
甲
冑
着
用
の
実
演

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

●
現
代
刀
鑑
賞
会
=
全
日
本
刀
匠
会
関

東
支
部
主
催
の
「
現
代
刀
鑑
賞
会
」
は
、

現
代
刀
を
身
近
に
親
し
む
目
的
で
始

ま
っ
た
鑑
賞
会
で
、
毎
年
一
月
十
五
日

に
開
催
さ
れ
、
今
回
で
十
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
参
加
者
数
は
男
性
十
一
名
に

対
し
て
女
性
は
十
九
名
で
、
二
〇
一
五

年
に
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞
」

が
配
信
開
始
さ
れ
て
以
来
、
女
性
の
愛

刀
家
が
爆
発
的
に
増
え
た
影
響
が
今
も

続
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
鑑
定
刀
は
川
崎
晶
平
・
下
島

房
宙
・
森
光
廣
・
小
沢
茂
範
各
刀
匠
の

四
作
品
で
し
た
が
、
全
問
正
解
者
が
八

名
と
過
去
最
高
の
記
録
と
な
り
、
出
題

し
た
刀
匠
た
ち
を
も
驚
か
せ
て
い
ま
し

た
。八
名
の
天
位
者
に
は
、刀
匠
が
作
っ

た
舟
釘
小
刀
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
取
材
の
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
靖
国

神
社
と
、
全
日
本
刀
匠
会
関
東
支
部
の

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
写
真
・
報
告
／
ト
ム
岸
田
）

恒
例
の
刀
剣
催
事
に
女
性
パ
ワ
ー
全
開

靖
國
神
社「
奉
納
新
春
刀
剣
展
」

﹁
名
刀
江
雪
左
文
字
│
江
雪
斎
︑
家
康
︑
頼
宣
が

愛
し
た
刀
の
物
語
│
﹂

﹁
江
雪
左
文
字
﹂の
す
べ
て
が
わ
か
る

福
山
城
築
城
四
百
年
記
念
協
賛
事
業
特
別
展

水野鞘師による実演風景

熱心に現代刀を鑑賞する皆さん 現代刀の鑑定で全問正解された８名

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

組合こよみ（令和5年1～ 3月）
１月13日　組合事務所において服部副理事長と清水専務理事が刀剣評価査定
16日　東京美術倶楽部において第８回理事会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥
副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・
生野理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・冥賀監事・濱﨑事務局員
18日　組合事務所において深海理事長が刀剣評価査定
23日　組合事務所において服部副理事長が刀剣評価査定
26日　組合事務所において服部副理事長・清水専務理事が刀剣評価査定
27日　刀剣評価査定のため深海理事長と清水専務理事が日本美術刀剣保存協会を訪問
27日　銀座貸会議室において資格認定試験についての会議を開催。出席者、深海理事長・伊波副
理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・飯田理事・土子民夫氏
31日　組合事務所において嶋田常務理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事が刀剣評価査定
２月７日　事務所改修工事の打ち合わせのため清水専務理事と嶋田常務理事が来所
16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第66号編集委員会を開催（企画）。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平
理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・土肥富康氏・土子氏
21日　服部副理事長・清水専務理事・綱取常務理事が産経新聞社を訪問し、「明美ちゃん基金」
に34万円を寄託
21日　組合事務所において服部副理事長と清水専務理事が刀剣評価査定
24日　組合事務所において深海理事長が刀剣評価査定
３月６日　組合事務所において服部副理事長と清水専務理事が買入商品の管理作業
７日　銀座長州屋において深海理事長・清水専務理事・嶋田常務理事が事務局員採用につき面接
８日　刀剣評価査定のため深海理事長と嶋田常務理事が日本美術刀剣保存協会を訪問
10～20日　組合事務所改修工事
12日　東京美術倶楽部において『やさしい刀』改訂検討会議を開催。出席者、深海理事長・土肥
副理事長・服部副理事長・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・生野理事・冥賀理事・飯田相
談役・土子氏
16日　東京美術倶楽部において第９回理事会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥
副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・
大平理事・佐藤理事・生野理事・松本理事・冥賀理事・大西監事
16日　東京美術倶楽部において常務理事会を開催し、事務局員１名の採用を決定
16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第66号編集委員会を開催（初校）。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理事・
赤荻理事・飯田理事・大平理事・生野理事・松本理事・冥賀理事・土子氏

　
東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
大
き
な
展

覧
会
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
々
な
企
画
展

を
開
催
し
て
い
る
。

　
令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月

十
九
日
ま
で
、
前
後
期
に
分
け
て
開
催

さ
れ
た
特
別
企
画
「
令
和
五
年
新
指
定

国
宝
・
重
要
文
化
財
」
は
三
週
間
と
限

ら
れ
た
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
四
六

点
の
出
展
リ
ス
ト
に
目
が
止

ま
っ
た
。

　「
黒
韋
威
肩
取
腹
巻
、
大
袖

付
（
根
津
美
術
館
）」。
重
要
美

術
品
を
経
な
い
刀
剣
甲
冑
部
門

の
重
要
文
化
財
新
指
定
は
二
〇

年
ぶ
り
の
よ
う
だ
。
し
か
も
わ

れ
わ
れ
に
お
馴
染
み
の
根
津
美

術
館
の
所
蔵
で
あ
る
。

　
会
期
末
に
駆
け
込
む
と
、
そ

こ
に
は
背
中
引
き
合
わ
せ
で
、
古
雅
な

金
具
が
付
き
、
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
小

札
が
並
ん
だ
健
全
な
腹
巻
に
対
面
で
き

た
。
一
体
ど
ん
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
こ

の
場
へ
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。
貴
重
な
資

料
を
重
要
文
化
財
指
定
に
導
い
た
関
係

者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
根
津
美
術
館
と
言
え
ば
、
刀
装
具
な

ど
の
光
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
有
名
で
、

多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

い
る
が
、
整
備
が
進
み
、
今
回
の
め
で

た
い
指
定
に
至
っ
た
よ
う
だ
。

　
な
お
本
作
は
、
同
館
で
本
年
九
月
二

日
か
ら
十
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
る

「
光
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
刀
、
刀
装
具
、

甲
冑
展
」
で
展
示
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
足
を

運
び
た
い
と
思
う
。

（
伊
波
賢
一
）

根
津
美
術
館
所
蔵
の
腹
巻
が
新
重
文
に

重要文化財に指定された
黒韋威肩取腹巻
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石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

い
つ
か
の
夢

　
組
合
設
立
当
時
の
話
。「
日
本
刀
柴

田
」
の
柴
田
和
光
氏
が
、
公
爵
亀
井
家

の
鉄
革
交
ぜ
本
小
札
紺
絲
縅
胴
丸
具
足

を
見
つ
け
て
き
た
。
俺
た
ち
は
と
も
に

苦
し
い
資
金
を
出
し
合
っ
て
購
入
し
、

商
売
に
つ
な
げ
た
。
二
人
と
も
二
十
代

だ
っ
た
。

　
こ
の
胴
丸
具
足
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
兜
鉢
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
思
い
出

せ
る
部
分
だ
け
を
記
し
て
い
く
。

　
天
辺
の
金
具
の
玉
縁
か
ら
葵
座
ま
で

は
江
戸
期
の
金
具
、
装
飾
旺
盛
な
も
の

が
付
く
。
二
方
白
の
赤
銅
の
金
物
に
は

沈
金
仕
立
て
の
唐
草
の
毛
彫
り
、
そ
の

下
に
何
間
筋
が
隠
れ
て
い
る
か
は
不

明
。
表
を
数
え
る
と
三
十
八
間
ほ
ど
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
問
題
は
そ
の
筋
の
間
、
筋
寄
り
に
打

た
れ
た
小
星
だ
。
一
行
十
七
点
の
星
、

腰
巻
板
に
打
た
れ
た
星
の
一
を
足
し
て

十
八
。
最
上
部
の
星
と
葵
座
の
隙
間
を

見
る
と
座
の
下
に
星
や
そ
れ
を
抜
か
れ

た
穴
は
な
し
と
判
断
で
き
る
。

　
一
般
に
は
こ
の
数
と
大
円
山
の
フ
ォ

ル
ム
で
、
南
北
朝
時
代
に
心
が
向
か
っ

て
し
ま
う
。
江
戸
期
の
当
世
具
足
に
古

い
部
品
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
は
、

よ
く
あ
る
こ
と
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
俺
は
当
時
の
俺
の
心
に

「
待
っ
た
」
を
か
け
た
。
最
上
部
の
星

と
最
下
部
の
星
の
容
積
に
一
〇
〇
対
七

〇
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
だ
。
星
兜
・
筋

兜
を
構
成
す
る
板
は
細
長
い
三
角
状
を

集
め
る
わ
け
で
、
上
部
に
行
く
に
つ
れ

狭
く
な
り
、
隣
の
板
と
を
繋
ぐ
そ

の
星
や
鋲
は
小
さ
く
な
る
の
は
当

然
だ
。
こ
れ
は
「
厘
劣
り
」
と
い

う
俗
称
を
持
つ
。

　「
南
北
朝
期
の
兜
の
星
に
は『
厘

劣
り
』は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
よ
」

と
言
っ
た
の
は
笹
間
良
彦
氏
。
雑

談
の
中
の
言
葉
だ
っ
た
が
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
言
葉
が
俺
の
中
に

残
っ
て
い
く
。

　
頭
を
抱
え
て
い
る
俺
を
見
た
柴

田
和
光
氏
は
、
当
時
文
化
庁
に
勤
め
て

い
た
広
井
雄
一
氏
に
相
談
。
広
井
氏
は

俺
を
東
京
国
立
博
物
館
甲
冑
補
修
室
の

小
沢
正
実
氏
に
紹
介
。
失
礼
な
が
ら
、

氏
に
直
球
勝
負
な
質
問
を
し
た
覚
え
が

あ
る
。
こ
の
兜
鉢
が
南
北
朝
期
の
も
の

か
、
ま
た
は
復
古
調
期
の
も
の
か
の
質

問
に
、
氏
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
場
所
に
驚

か
さ
れ
た
。
腰
巻
板
、
眉
庇
裏
の
接
続

に
使
わ
れ
た
穴
に
残
る
バ
リ
（
プ
ラ
モ

の
好
き
だ
っ
た
奴
、
わ
か
る
よ
ね
）
の

捻
れ
の
方
向
を
無
理
せ
ず
で
き
る
範
囲

内
で
チ
ェ
ッ
ク
、
鶉
革
の
色
の
メ
リ
ハ

リ
を
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
し
て
復
古
調
期
の

も
の
と
判
断
し
た
。

　
続
い
て
、
自
分
の
職
場
に
ち
ょ
う
ど

よ
く
来
ら
れ
た
芳
賀
実
成
氏
に
同
様
に

ご
覧
に
入
れ
る
。
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で

全
く
違
う
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
各
間
の
筋
立
て
の
一
番
下
の
高
さ

を
少
し
だ
け
越
し
て
い
る
腰
巻
板
の
打

ち
返
し
の
高
さ
を
見
て
「
低
す
ぎ
る
く

ら
い
低
い
が
、
こ
れ
は
南
北
朝
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
」
と
断
じ
る
。「
多
く
は

も
っ
と
打
ち
返
し
が
高
く
錯
覚（
主
観
）

を
伴
い
裾
野
構
造
に
見
え
る
こ
と
も
あ

る
」
と
続
け
た
。

　
次
号
で
笹
間
良
彦
氏
の
こ
の
兜
を
見

せ
た
と
き
の
話
と
、
広
井
雄
一
氏
が
俺

に
言
っ
た
驚
愕
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

　
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
三
十
年
の
時

を
経
て
俺
の
眼
前
に
現
れ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｏ
40
」
と
い
う
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
持
つ

兜
鉢
に
つ
い
て
記
す
。
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ＪＡＹＯ40のレプリカ（石原明浩氏製作）

　
そ
の
う
ち
、
勉
強
し
て
み
た
い
こ
と

が
あ
る
。

　「
そ
の
う
ち
」
と
言
っ
て
る
間
は
、

き
っ
と
し
な
い
。
忙
し
い
、
時
間
が
な

い
と
言
っ
て
、
し
な
い
も
の
だ
。

　
そ
の
勉
強
し
た
い
こ
と
と
は
、「
和

歌
」
で
あ
る
。

　
自
ら
詠
む
な
ど
と
、
大
そ
れ
た
こ
と

は
望
ま
な
い
。
恐
れ
多
い
！
　
と
に
か

く
注
釈
に
頼
り
切
ら
ず
、
源
氏
物
語
や

平
家
物
語
を
読
ん
で
み
た
い
の
だ
。

　
好
き
な
和
歌
が
あ
る
。

　「
深
草
の	

野
辺
の
桜
し	

心
あ
ら
ば	

今
年
ば
か
り
は	

墨
染
め
に
咲
け
」

	

（『
古
今
集
』
上

か
む
つ
け
の野

岑み
ね

雄お

）

　
　	

注
釈
―
深
草
の
野
辺
の
桜
よ
、
心
が
あ

る
な
ら
ば
弔
意
を
示
し
て
、
今
年
だ
け

は
喪
の
墨
色
に
咲
け
。

　『
源
氏
物
語
』
の
「
薄う

す

雲ぐ
も

」
の
帖
で
、

藤
壺
が
亡
く
な
っ
た
後
、
悲
嘆
に
く
れ

る
源
氏
が
口
ず
さ
ん
だ
古
歌
だ
。

　
和
歌
に
疎
い
私
で

す
ら
、
痛
い
ほ
ど
源

氏
の
悲
嘆
に
迫
ら
れ

る
気
が
し
た
。
常
な

ら
ば
、
春
の
花
の
王

と
し
て
君
臨
す
る
桜
。

な
の
に
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
も
胸
を
え
ぐ
る

悲
嘆
や
哀
惜
の
情
を

伝
え
て
く
る
。

　「
花は

な
の
え
ん宴
」
の
帖
で
見
た
、
若
き
光
源

氏
と
満
開
の
桜
の
美
し
さ
や
煌
め
き

は
、
そ
こ
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。

　
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
無
音
状
態
の

よ
う
な
、
美
し
い
桜
の
佇
ま
い
が
あ
る

よ
う
だ
。
華
や
か
な
ピ
ン
ク
の
桜
で
は

な
く
、
山
桜
の
白
っ
ぽ
い
高
雅
な
姿
。

　
そ
れ
が
法
衣
の
墨
染
め
の
色
に
変
わ

る
、
鮮
烈
な
色
彩
の
変
化
が
三
十
一
文

字
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
極
限
ま
で
言
葉
を
削
ぎ
落
と
し
て
、

徹
底
的
に
厳
選
し
て
い
る
。ま
さ
し
く
、

言
葉
と
言
葉
の
鐔
競
り
合
い
の
よ
う

だ
。

　
私
は
、
そ
れ
を
傍
観
者
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
理
解
し
た
い
。

　
ゆ
っ
く
り
学
べ
る
の
は
、
い
つ
の
日

だ
ろ
う
か
と
心
細
く
思
う
。そ
の
う
ち
、

九つ

十く

九も

髪が
み

の
学
生
に
変へ

ん

化げ

し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　消費税納税義務の
ある事業者を対象と
した、いわゆるイン
ボイス制度が開始さ
れるとどうなるの
か、関心が高いこと
と思います。
　現在、消費税を申
告している事業者
は、商品を販売した際に受け取った消
費税分をいったんプールし、一方で仕
入れたり費用を支払ったりした際の消
費税を差し引いて申告納税していま
す。その請求書や領収書に、取得した
インボイス番号を記載して保管するの
が、今回の制度と言えるでしょう。
　申請は 3月末までとなっていました
が、混乱回避のために延期されまし
た。マイナンバーカードの昨今の状況
からみても、導入間際は混雑で発行
が間に合わないことも予想され、取引
に影響が出ないよう、取得予定者は早
めの申請が良いでしょう。
　私たち美術商は美術商特例があり、
古物台帳へ一定の事項を記入すれば、
適格請求書等発行事業者でない方か
らの購入も同じように処理できます
が、その場合は登録事業者でないと
の表示が必要となり、それぞれの状況
でプラスやマイナス要因があるので
注意が必要です。
　交換会市場では、組織形態により、
参加者全員の登録を要する場合もあ
ります。制度開始から一定期間、仕入
税額控除があったり、新たな登録事業
者への税額優遇もできたので、不明
な点は国税庁、所轄税務署、税理士
へご相談をお勧めします。
	 （伊波賢一）

インボイス番号は取得済み？
適格請求書等保存方式が

10月に開始

　
小
田
原
城
常
盤
木
門
二
階
に
あ
る
常

盤
木
門SAM
URAI

館
で
は
、
二
〇

一
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本

甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
の
会
員
蔵
品
を

中
心
と
し
た
甲
冑
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
半
年
に
一
度
展
示
替
え
を
し
、
今

年
三
月
二
日
か
ら
公
開
中
の
展
示
品
で

十
二
回
目
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
公
開
中
の
甲
冑
十
点
は
、
七
月

三
十
一
日
（
月
）
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

小
田
原
城
に
お
越
し
の
際
は
、
常
盤
木

門
二
階
のSAM

URAI
館
に
も
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
現
在
展
示
中
の
品
物
か
ら

三
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
本
小
札
白
糸
素
懸
威
胴
丸
具
足

　
臑
当
銘	

安
政
二
卯	

二
月
吉
日
／
明

珎
紀
宗
功
作
。
江
戸
時
代
末
期
。
銘
か

ら
幕
末
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
胴
と
草
摺
は
革
包
み
の
本
小
札

で
、
広
袖
の
金
物
も
安
土
桃
山
時
代
の

も
の
を
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

兜
の
鍬
形
台
の
「
花
菱
」
紋
と
吹
返
し

の
「
葉
菱
」
紋
か
ら
柳
沢
家
の
伝
来
品

と
考
え
ら
れ
、
大
名
具
足
と
し
て
見
応

え
の
あ
る
品
で
あ
る
。

●
鉄
錆
地
龍
打
出
五
枚
胴
具
足

　
兜
銘	

相
州
住
吉
久
／
胴
銘	

相
州
雪

下
住
明
珎
守
助
。
江
戸
時
代
。
兜
は
四

十
二
間
覆
輪
付
き
の
相
州
鉢
で
あ
る
。

胴
に
相
州
鍛
冶
の
銘
が
あ
る
の
は
珍
し

い
。「
雪
下
」
は
鎌
倉
の
地
名
か
も
し

れ
ず
、
製
作
地
な
ど
明
ら
か
で
な
い
相

州
甲
冑
鍛
冶
を
解
明
す
る
資
料
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

●
錆
地
三
枚
張
蒙
古
鉢
形
兜

　
江
戸
時
代
。
鉄
板
三
枚
を
矧
ぎ
合
わ

せ
て
合
わ
せ
目
を
切
鉄
で
補
強
し
、
天

辺
に
管
を
付
け
た
こ
の
よ
う
な
兜
鉢

は
、
蒙
古
兜
と
呼
ば
れ
る
大
陸
系
の
兜

に
多
く
見
ら
れ
る
。
本
品
も
大
陸
、
あ

る
い
は
南
蛮
兜
の
影
響
を
受
け
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
日
本
甲
冑
武

具
研
究
保
存
会�

事
務
局
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
�

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

【
小
田
原
城
常
盤
木
門SAM

U
RAI

館
第
十
二
回
甲
冑
展
示
の
お
知
ら
せ
】



刀　剣　界令和5年4月15日発行 第66号

（7）

〈主な内容〉
Ⅰ戦後日本刀事件史
羽生事件―刀剣界の戦後はここに
始まる／偽造刀事件と日刀保「認
定書」問題／疑惑の指定「五口の
重文大刀」／赤羽刀のその後―疑
惑は払拭されたのか／行方不明の
国宝 ･重要文化財／略奪された国
宝／作刀再開への道／全日本刀匠
会結成と日刀保たたら／刀剣界に
「戦犯」はいたか／刀剣界の再生
と再編／大義なきクーデター―日
刀保「平成 18 年問題」

Ⅱ日本刀の近現代
近現代の日本刀―帯刀禁止 ･民間
武器回収と作刀の興廃を巡って／
秘された戦後刀剣史―赤羽刀の全
貌と刀狩りの実相／日本刀復興の
盛典―『栗原彦三郎全記録』余録
／異端刀匠伝―塚本一貫斎起正 ･
笠間一貫斎繁
継 ･栗原彦三
郎昭秀／希代
の刀匠	柴田
果―その時代
と周辺／俵國
一『日本刀の
科学的研究』
を巡って―日
本刀の世界は
何を学んだか

　
酒
呑
童
子
と
は
平
安
時
代
、
一
条

天
皇
の
時
代
、
夜
な
夜
な
都
に
現
れ

て
、
貴
族
の
子
女
を
誘
拐
し
、
都
人

を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
モ
ノ
ノ

ケ
。
一
言
で
言
え
ば
、
鬼
で
あ
る
。

　
そ
の
住す

み

処か

は
都
の
西
北
大
江
山
。
酒

呑
童
子
の
成
敗
を
命
じ
ら
れ
て
出
立

し
た
の
が
、
源
頼
光
と
渡
辺
綱
を
筆

頭
と
す
る
四
天
王
、
そ
し
て
藤
原
保

昌
と
家
臣
の
わ
ず
か
七
人
。
途
中
、
不

思
議
な
四
人
（
実
は
住
吉
社
・
石
清

水
社
・
日
吉
社
・
熊
野
の
神
々
）
に

出
会
っ
て
そ
の
力
を
借
り
、
酒
呑
童

子
の
城
に
到
着
。
見
事
、
酒
呑
童
子

を
切
り
、
捕
ら
わ
れ
て
い
た
人
々
を

助
け
、
都
に
凱
旋
す
る
と
い
う
物
語

で
あ
る
。

　
こ
の
物
語
は
有
名
で
あ
る
し
、
刀

装
具
の
画
題
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

も
多
い
。
し
か
し
、
物
語
が
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
、
発
展
し
、
完
成

し
た
の
か
。
中
世
の
人
々
は
酒
呑
童

子
の
物
語
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込

め
た
の
か
。
そ
も
そ
も
酒
呑
童
子
と

は
何
な
の
か
。
謎
は
多
い
。

　
髙
橋
氏
は
、
聖
徳
太
子
信
仰
や
中
国
に

伝
わ
る
伝
説
、
仏
教
と
文
化
を
育
ん
だ
比

叡
山
の
役
割
、
水
の
武
士
団
渡
辺
党
の
動

向
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
取
り

組
み
、
酒
呑
童
子
と
は
何
か
、
そ
し
て
中

世
の
人
々
の
恐
れ
と
内
面
世
界
に
、
氏
な

り
の
道
筋
と
結
論
を
示
し
て
い
る
。
独
特

の
着
眼
点
と
個
性
的
な
研
究
手
法
は
流
石

と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
も
と
も
と
こ
の
本
は
一
九
九
一
年
に
中

公
新
書
、
そ
の
後
、
中
公
文
庫
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
、
読
み
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫
も
あ
り
、
ま
た
史
料
の
扱

い
に
関
す
る
郷
土
史
家
か
ら
の
強
烈
な
お

叱
り
も
糧
と
し
（
髙
橋
先
生
で
も
史
料
批

判
の
甘
さ
を
指
摘
さ
れ
た
ら
し
い
！
）、

さ
ら
に
初
版
以
来
の
研
究
の
進
展
、
社
会

の
変
化
、
髙
橋
氏
自
身
の
新
研
究
を
盛
り

込
み
、「
定
本
」
と
し
て
二
〇
二
〇
年
、

岩
波
書
店
か
ら
世
に
出
た
の
が
こ
の
本
。

　
髙
橋
氏
は
こ
の
書
の
中
で
「
ホ
ビ
ー
の

よ
う
な
、
そ
う
で
な
い
よ
う
な
、
と
に
か

く
、
夢
中
で
あ
る
。
酒
呑
童
子
説
話
成
立

の
謎
と
き
ゲ
ー
ム
に
で
あ
る
」
と
研
究
中

の
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
そ
う
、
調
べ
も
の
は
楽
し
い
。
時
間
を

忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
思
い
で
書
か
れ

た
本
は
読
ん
で
い
て
も
楽
し
い
。

　
作
家
永
井
路
子
先
生
が
、
中
公
新
書
出

版
後
、『
東
京
新
聞
』
一
九
九
二
年
九
月

十
三
日
解
説
で
「
盲
点
に
ぎ
り
ぎ
り
と
針

を
刺
し
こ
ま
れ
る
思
い
で
、
痛
い
痛
い
、

と
言
い
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
、
も
の
を

考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
こ
れ

は
そ
う
い
う
本
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
全
く
同
感
で
あ
る
。
特
に
酒
呑

童
子
、
頼
光
・
渡
辺
綱
と
鬼
の
話
、
そ
の

他
の
事
柄
（
例
え
ば
馬
と
サ
ル
、
河
童
、

猩
々
）
は
刀
剣
・
刀
装
具
の
世
界
に
も
な

じ
み
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
初
め
て
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
既
読
の
人

（
初
版
で
読
ん
だ
人
も
、
文
庫
で
読
ん
だ

人
）
も
、
あ
ら
た
め
て
集
大
成
と
も
言
う

べ
き
「
定
本
」
を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し

た
い
。

　
本
格
的
な
論
文
調
な
の
で
、
初
め
は
大

変
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
の
体
験
か
ら
言

う
と
、
そ
こ
を
我
慢
し
て
ど
う
に
か
読
み

進
め
ば
途
中
か
ら
ス
ー
ッ
と
読
み
や
す
く

な
る
。
舞
台
が
大
江
山
だ
け
に
、
そ
こ
は

山
登
り
な
の
で
あ
る
。
（
小
島
つ
と
む
）

■
髙
橋
昌
明
（
た
か
は
し
・
ま
さ
あ
き
）

一
九
四
五
年
、
高
知
市
生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
、
神
戸
大

学
大
学
院
人
文
科
学
科
教
授
。
現
在
は
神

戸
大
学
名
誉
教
授
。
日
本
中
世
史
専
攻
。

文
学
博
士
。『
武
士
の
日
本
史
』『
平
家
の

群
像
―
物
語
か
ら
史
実
へ
』『
平
清
盛
―

福
原
の
夢
』『
清
盛
以
前
―
伊
勢
平
氏
の

興
隆
』『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』『
武
士
の

成
立
―
武
士
像
の
創
出
』
な
ど
、
著
書
多

数
。

酒
呑
童
子
に
ま
つ
わ
る
説
話
の
謎
解
き
ゲ
ー
ム

『
定
本
酒
呑
童
子
の
誕
生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
』

　髙
橋
昌
明
著

　定
価
一
、五
四
〇
円

　岩
波
書
店

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

　
警
視
庁
の
協
力
団
体
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
私
た

ち
古
物
商
や
古
物
市
場
と
関
わ
り
の
深
い
東
京
都
古
物

商
連
合
会（
東
古
連
）が
、
地
域
再
開
発
の
流
れ
に
対
応

し
、
千
代
田
区
神
田
東
松
下
町
の
新
築
ビ
ル
一
階
に
事

務
所
を
移
し
た
の
は
二
年
前
で
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
三
年
十
二
月
十
四
日
に
一
般
社

団
法
人
東
京
古
物
商
防
犯
連
盟
と
し
て
法
人
登
記
し
ま

し
た（
略
称
は
そ
の
ま
ま
）。

　（
一
社
）東
古
連
は
、
美
術
品
は
も
ち
ろ
ん
自
動
車
・

貴
金
属
・
書
籍
な
ど
、
国
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る
古
物

商
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
る
全
国
組
織
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
通
り
、
地
元
警
察
署
の
各
講
習
会
サ
ポ
ー
ト

や
、
関
係
省
庁
か
ら
の
連
絡
事
項
や
各
種
情
報
提
供
な

ど
の
ほ
か
、
古
物
商
の
標
識
、
古
物
台
帳
な
ど
の
斡
旋

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
古
物
関
連
法
案
の
最

新
情
報
に
加
え
、
会
員
専
用
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
も
あ

り
、
古
物
営
業
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
、
台
帳
や
標

識
が
会
員
価
格
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
方
面
別
、
地
域
・
職
域
で
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
新
規
入
会
等
の
問
い
合
わ
せ
先
=

contact@toukorenn.jp
https://toukoren.jp

（
伊
波
賢
一
）

組
織
変
更
し
た「
東
古
連
」

　
文
化
庁
が
東

京
・
霞
が
関
か
ら

京
都
市
に
移
転

し
、
三
月
二
十
七

日
か
ら
業
務
を
始

め
た
。

　
東
京
一
極
集
中

是
正
を
目
指
す
地

方
創
生
の
一
環
で

平
成
二
十
八
年
に

決
ま
っ
た
も
の

で
、
中
央
省
庁
の

本
格
的
な
地
方
移

転
は
初
め
て
。
東
京
に
も
拠
点
を
残
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
も
駆
使
し
て
仕
事
を
行
う
。
京
都

の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
施
策
や
情
報
発
信

が
期
待
さ
れ
る
。

　
新
文
化
庁
は
、
京
都
府
庁
敷
地
内
の
旧
府
警

本
館
な
ど
に
入
居
。
こ
の
日
は
都
倉
俊
一
長
官

ら
幹
部
や
、
先
行
移
転
し
て
い
た
職
員
ら
計
約

七
十
人
が
業
務
を
開
始
し
た
。

　
他
の
職
員
は
大
型
連
休
中
に
移
り
、
五
月
十

五
日
か
ら
全
体
の
六
割
に
当
た
る
三
百
八
十
人

体
制
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
京
都
庁
舎
の
所
在
地
は
、
〒
６
０
２-

８
９

５
９
京
都
市
上
京
区
下
長
者
町
通
新
町
西
入

藪
之
内
町
八
五-

四
　
☎
〇
七
五-

四
五
一-

四
一
一
一

文
化
庁
が
移
転
先
の
京
都
で
業
務
開
始文化庁の京都移転庁舎

有
う

楽
らく

斎
さい

こと織田長
なが

益
ます

は天文16年（1547）、織田信
秀の子、信長の弟として生まれました。信長・秀吉・
家康の下、武将として活躍し、晩年には京都・建仁
寺の塔頭である正

しよう

伝
でん

院
いん

を再興、隠棲します。正伝院内に建てた茶室（如庵）は国宝に指定され、各地に如庵の写しが建て
られました。近代化の中で寺名を改めつつ、正伝永源院には現在も有楽斎ゆかりの文化財が数多く伝来しています。
　文化人・有楽斎として名高い一方、武士・長益には悲観的なイメージが付きまといます。天正10年（1582）本能寺の変では、
二条御所にこもる自らが付き従う信忠（信長長男）の切腹後、二条御所を脱出します。このため、京の人々には「切腹を勧
めておいて、逃げた男」と揶揄されました。さらにその後、信

のぶ

雄
かつ

（信長次男）に仕え、家康と秀吉の講和を調整するなど存
在感を示したものの、信雄が改易されると今度は秀吉の御伽衆に加わります。関ヶ原の戦いでは東軍として参戦、戦後も豊
臣家に仕えましたが、大坂夏の陣の前には家康の許可を得て主人から離れました。
　織田・豊臣・徳川の３天下人に仕えて時流を乗り切り、75歳までの長い人生を「有楽斎」として京に隠棲した彼の心中
には、どのような思いがあったのでしょうか。戦乱を生き延びた彼の美意識は現代の茶道に息づき、規範とされています。
　有楽斎の四百年遠忌に当たり、正伝永源院に伝わる文化財を再度調査しました。ここで得られた知見を基に、織田有楽
斎という人物を今一度捉え直す展覧会です。
会期：4月22日㈯～6月25日㈰
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新
刊
紹
介

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
で
四
年
越
し

と
な
っ
て
し
ま
い
、
待
ち
に
待
た
れ
た

日
本
刀
の
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト
・
第
一

回
「
刀
座
」
が
去
る
四
月
一
日
（
土
）

と
二
日
（
日
）、
大
阪
城
ホ
ー
ル
内
、

城
見
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
初
日
に
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
会
場
と
な
っ
た
城
見
ホ
ー
ル
は
、Ｊ
Ｒ

大
阪
城
公
園
駅
か
ら
徒
歩
で
五
分
ほ

ど
。
駅
を
出
る
と
、左
手
に
は
大
阪
城
。

正
面
の
ひ
と
き
わ
目
立
つ
丸
い
屋
根
の

建
物
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
の
一
階
で
す
。

周
辺
は
お
花
見
の
名
所
で
、
折
し
も
桜

が
満
開
を
迎
え
て
お
り
、
国
内
外
か
ら

訪
れ
た
観
光
客
と
、
周
辺
施
設
で
行
わ

れ
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
観
客
と
が
合
わ

さ
り
、
す
ご
い
人
出
で
し
た
。

　
少
し
進
む
と
、
刀
座
の
案
内
板
が
キ

ラ
リ
。
見
つ
け
て
入
場
す
る
と
、
こ
こ

も
賑
や
か
。
見
た
こ
と
あ
る
刀
屋
さ
ん

が
い
る
、
い
る
。

　
東
は
関
東
や
新
潟
方
面
か
ら
、
西
は

九
州
各
地
か
ら
大
阪
目
指
し
て
持
ち

寄
っ
た
武
具
の
名
品
を
陳
列
す
る
気
迫

い
っ
ぱ
い
の
三
七
店
舗
が
ズ
ラ
リ
。
入

場
者
も
写
真
の
よ
う
に
大
変
な
賑
わ

い
。
商
品
を
手
に
取
っ
て
ご
満
悦
な
お

客
の
姿
を
目
に
す
る
度
に
、
刀
座
実
行

委
員
会
代
表
・
花
田
豊
広
さ
ん
の
ニ
コ

ニ
コ
顔
が
重
な
り
ま
す
。

　
会
場
で
花
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。「
ど
れ
く
ら
い
来
て
く

れ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、
多
く
の

お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
け
て
本
当

に
良
か
っ
た
」「
実
は
ね
、
コ
ロ
ナ
が

な
か
っ
た
ら
、
四
回
目
の
開
催
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
率
直
な

感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

　
何
の
下
地
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ

だ
け
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
実

現
さ
れ
る
に
は
多
く
の
ご
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
成
功
に
導
か
れ
た

花
田
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
「
こ
の
度
は

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
大
阪
ま
で
来
た
の
だ
か
ら

と
思
い
、
私
も
買
い
物
を
し
て
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
刀
座
は
、
二
日
間
で
一
三
〇

〇
を
超
え
る
入
場
者
数
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。西
も
東
も
、刀
剣
ブ
ー
ム
は
真
っ

盛
り
で
す
。
こ
の
度
の
刀
座
盛
会
は
、

私
た
ち
の
業
界
全
体
を
勇
気
づ
け
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
（
生
野
正
）

第一回「
刀
座
」は
成
功
裏
に
閉
幕

お客さまで賑わう刀座の会場

刀　剣　界令和5年4月15日発行 第66号

（6）

　「
大
刀
剣
市
２
０
２
２
」
も
閉
幕
し
、

コ
ロ
ナ
の
恐
怖
感
も
幾
分
か
薄
ら
い
で

き
た
十
一
月
二
十
六
日
、「
幕
末･

明

治
期
の
鉄
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
八
人

で
伊
豆
の
国
市
韮に

ら

山や
ま

に
行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
、
平
成
九
年
に
発
足

し
た（
一
社
）日
本
鉄
鋼
協
会「
鉄
の
技

術
と
歴
史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
分
科

会
と
し
て
二
年
前
に
立
ち
上
げ
た
も
の
。

活
動
は
や
む
な
く
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
や
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
し
の
い
で

き
た
が
、
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
有
志

に
よ
る
現
地
見
学
会
が
実
現
し
た
。

　
韮
山
と
言
え
ば
、
反
射
炉
で
あ
る
。

四
十
年
も
前
、
社
員
旅
行
を
一
人
抜
け

出
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
駆
っ
て
こ
こ
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
折
は
古

び
た
馬
鹿
で
か
い
レ
ン
ガ
炉
を
前
に
、

理
解
不
能
の
ま
ま
、
す
ご
す
ご
と
引
き

返
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
行
っ
て
み
て
、
驚
い
た
。
周
囲

が
様
変
わ
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
広

大
な
駐
車
場
に
は
観
光
バ
ス
が
連
な
り
、

瀟
洒
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
付

設
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
映
像
と
展
示

か
ら
予
備
知
識
を
得
た
後
、
反
射
炉
の

現
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
工
程
順

の
事
細
か
な
説
明
を
聞
く
。
こ
れ
で
理

解
が
で
き
な
け
れ
ば
○
○
で
あ
る
。

　
す
べ
て
は
世
界
遺
産
効
果
で
あ
ろ

う
。
十
九
世
紀
の
半
ば
か
ら
二
十
世
紀

の
初
頭
に
か
け
、
わ
が
国
の
重
工
業
分

野
に
お
い
て
急
速
な
産
業
化
を
成
し
遂

げ
て
き
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
―
製
鉄･

製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」

が
平
成
二
十
七
年
七
月
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
構
成
す
る
国
内
八

エ
リ
ア
・
二
十
三
遺
産
の
う
ち
に
韮
山

反
射
炉
も
含
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
江
川
太
郎
左
衛
門
英ひ

で

龍た
つ

（
号
・
坦た

ん

庵あ
ん

）
は
偉
人
で
あ
る
。
英
龍
は
享
和
元

年
（
一
八
〇
一
）、
幕
府
の
韮
山
代
官

を
世
襲
す
る
家
に
生
ま
れ
た
。
韮
山
代

官
は
伊
豆
・
駿
河
・
相
模
・
甲
斐
・
武

蔵
に
あ
る
幕
府
直
轄
地
の
支
配
を
担
当

す
る
行
政
官
で
あ
る
。
能
吏
と
し
て
手

腕
を
発
揮
す
る
一
方
、
海
防
問
題
に
も

深
く
関
心
を
持
ち
、
い
ち
早
く
幕
府
へ

の
政
策
建
言
を
行
っ
て
い
た
。

　
幕
府
の
意
思
決
定
は
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
後
に
な
っ
て

し
ま
う
が
、
英
龍
の
研
究
は
そ
の
十
年

以
上
も
前
に
開
始
し
て
お
り
、
反
射
炉

築
造
の
命
を
受
け
た
時
、
必
要
な
資
材

と
人
材
を
整
え
、
直
ち
に
取
り
か
か
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
反
射
炉
の
目
的
は
鉄
製
大
砲
の
鋳
造

に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
へ
の
鉄

砲
伝
来
は
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）、

大
砲
は
天
正
四
年
（
一
五
六
七
）
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
大
友
宗
麟
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
（
青

銅
製
の
鋳
造
砲
）。
し
か
し
、
そ
の
後

の
展
開
は
両
者
で
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
鉄
砲
が
急
速
に
普
及
し
た
の
に
対

し
て
、
大
砲
は
徳
川
家
康
が
堺
の
芝
辻

利
右
衛
門
に
命
じ
、
慶
長
十
六
年
（
一

六
一
一
）
に
完
成
さ
せ
た
も
の
が
知
ら

れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
靖
国
神
社
遊
就
館

蔵
）。
し
か
も
、
こ
れ
は
鋳
造
砲
で
は

な
く
、
鍛
造
砲
で
あ
る
。

　
鉄
製
の
鋳
造
砲
が
登
場
す
る
の
は
天

保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
こ
と
で
、

川
口
の
鋳い

物も

師じ

増
田
安
次
郎
な
る
者
が

和
銑
を
甑こ

し
き

で
溶
解
す
る
特
異
な
方
法
で

製
造
し
た
と
い
う
。

　
専
門
家
が
言
う
に
は
、
鋳
造
砲
が
作

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
大
き
さ
の
問
題
で

は
な
い
。
銅
鋳
物
で
は
大
き
な
梵
鐘
が

七
世
紀
後
半
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、
形

状
の
複
雑
さ
に
主
因
が
あ
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
決
定
的
な
の
は
、
白
銑
が
強

度
は
あ
る
も
の
の
脆
く
て
粘
り
が
な
い

の
に
対
し
て
、
鼠
銑
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
靱
性
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
和
銑
（
た
た
ら
銑
）
は
前
者
、
高

炉
銑
は
後
者
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
和
銑
は
鋳
造
物
の
品
質
に

不
利
な
組
成
で
あ
る
た
め
、
鋳
鉄
砲
は

砲
弾
発
射
の
衝
撃
に
耐
え
切
れ
ず
、
破

裂
を
繰
り
返
し
た
。
英
龍
は
そ
れ
を
承

知
し
て
い
て
、
高
炉
銑
を
調
達
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
江
川
英
龍
は
反
射
炉
の
完
成
を
見
る

こ
と
な
く
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に

没
す
る
が
、
子
息
の
英
俊
が
そ
れ
を
継

承
し
、
二
年
後
に
連
双
二
基
四
炉
の
本

体
と
関
連
施
設
か
ら
な
る
韮
山
反
射
炉

を
完
成
、
そ
の
後
も
カ
ノ
ン
砲
を
製
造

し
続
け
た
。

　
現
地
で
は
当
日
、
元
静
岡
新
聞
記
者

で
自
然
農
法
を
実
践
す
る
清
沢
塾
の
主

催
者
・
小こ

長な
が

谷や

建た
つ

夫お

氏
と
、
江
川
文
庫

主
務
・
橋
本
敬
之
氏
に
さ
ま
ざ
ま
便
宜

を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
土
子
民
夫
）
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韮
山
反
射
炉
と
江
川
邸
を
訪
ね
て

江川邸に展示されていた
源英龍銘の短刀

世界文化遺産・韮山反射炉の威容

　
岐
阜
県
博
物
館
（
〒
５
０
１-
３
９
４
１

岐
阜
県
関
市
小
屋
名
一
九
八
九
　
☎
〇
五
七
五

-

二
八-

三
一
一
一
で
は
、
博
物
館
の
刀
剣
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
超
高
精
細
画
像
で
楽
し
む
、
新

し
い
鑑
賞
シ
ス
テ
ム
「
刀
剣
鑑
賞
自
由
自
在
」

を
開
発
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
日
本
刀
の
超
高
精
細

画
像
の
画
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
自
由
に
動

か
し
た
り
、
拡
大
し
た
り
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
、
本
館
四
階
ロ
ビ
ー
に
て
、

公
開
中
。

　
今
後
は
常
設
展
示
の
一
環
と
し
て
活
用
す
る

ほ
か
、
館
外
で
の
活
用
も
行
っ
て
い
く
予
定
と

い
う
。

岐
阜
県
博
で
刀
剣
鑑
賞
シ
ス
テ
ム

「
刀
剣
鑑
賞
自
由
自
在
」を
公
開

　
日
本
刀
の
輸
出
を
果
た
せ
ず
に
戻
っ

て
き
た
場
合
で
も
、
既
存
の
登
録
証
を

無
効
化
・
返
納
し
、
再
度
現
物
確
認
審

査
を
受
け
て
新
規
に
登
録
証
を
取
得
し

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
例
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　
今
回
、
売
却
に
よ
り
英
国
に
輸
出
し

た
現
代
刀
が
英
国
税
関
よ
り
理
由
不
明

の
ま
ま
返
送
さ
れ
ま
し
た
。
英
国
人
購

入
者
か
ら
は
手
続
き
書
類
不
備
が
理
由

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
思
い
当
た

る
節
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
売
買
キ
ャ
ン
セ
ル
、
返
金
を
行

い
ま
し
た
。

　
輸
出
送
り
先
に
渡
ら
ず
、
税
関
よ
り

返
却
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
物
件
が
維

持
特
定
さ
れ
て
お
り
、
現
物
確
認
を
受

け
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。
日
本
の

税
関
に
そ
の
旨
を
説
明
す
る
と
、「
税

関
と
し
て
は
登
録
証
の
有
効
性
を
登
録

証
交
付
先
が
認
め
れ
ば
、
現
状
で
の
返

却
を
行
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
登
録
証
交
付
先
教
育
委
員
会

に
照
会
し
ま
し
た
が
、「
銃
刀
法
の
法

令
解
釈
か
ら
、
輸
出
手
続
き
を
い
っ
た

ん
経
た
刀
剣
は
、
例
外
な
く
再
度
輸
入

手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
回
答
。
文
化
庁
担
当
部
署
か
ら
も
同

じ
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
件
の
場
合
、
通
常
は
新
規
登
録
に

な
る
と
旧
登
録
証
備
考
欄
に
付
記
さ
れ

て
い
る
製
作
承
認
番
号
の
記
載
が
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
当
該
現
代
刀
の

当
初
登
録
申
請
情
報
が
全
て
失
わ
れ
ま

す
の
で
、
文
化
財
情
報
の
毀
損
に
当
た

る
と
思
い
ま
す
。
登
録
証
制
度
の
維
持

遵
守
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
本
件
の

よ
う
に
輸
出
の
手
続
き
を
経
た
と
し
て

も
、
現
物
の
維
持
特
定
が
証
明
で
き
る

刀
剣
は
、
現
物
確
認
審
査
を
再
度
行
わ

ず
、
既
存
の
登
録
情
報
を
維
持
継
続
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
本
件
は
そ
の
旨
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、

既
存
登
録
証
の
発
行
教
育
委
員
会
が
新

規
登
録
証
を
発
行
す
る
教
育
委
員
会
に

製
作
承
認
番
号
を
伝
え
て
、
そ
の
情
報

が
新
規
登
録
証
に
付
記
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
旧
登
録
情
報
が
新
規
登

録
証
に
付
記
さ
れ
る
と
い
う
弥び

縫ほ
う

策
を

講
じ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。

　
本
件
の
よ
う
な
既
存
登
録
情
報
を
失

う
新
規
登
録
を
極
力
避
け
る
た
め
の
柔

軟
な
法
令
解
釈
、
運
用
の
議
論
が
も
っ
と

活
発
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

印
紙
を

ご
購
入
く
だ
さ
い

　
登
録
証
の
再
交
付
に
つ
い
て
、
岩
手

県
教
育
委
員
会
か
ら
封
書
で
書
類
が
届

い
た
。
再
交
付
申
請
書
を
提
出
し
、
再

交
付
代
金
を
払
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い

た
。
よ
く
見
る
と
、「
支
払
い
は
岩
手

県
の
印
紙
で
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
る
。

岩
手
県
の
印
紙
を
購
入
し
、
そ
れ
を
書

類
と
一
緒
に
送
れ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
県
外
の
人
間
に
県
の
印
紙
を
購
入
せ

よ
、
と
い
う
の
は
、
何
と
も
不
思
議
な

感
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
例
や
例
外

は
認
め
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
、「
ほ
ん

と
は
印
紙
な
ん
で
す
が
、
現
金
書
留
で

も
い
い
で
す
よ
」
そ
ん
な
柔
軟
な
対
応

を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
期
待
し
つ

つ
、岩
手
県
の
担
当
者
に
電
話
を
し
た
。

そ
う
し
た
ら
⋮
⋮
。

―
再
交
付
の
お
知
ら
せ
が
来
ま
し

た
。
代
金
は
印
紙
を
買
っ
て
お
支
払
い

す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
担
当
者
「
は
い
、
印
紙
を
ご
購
入
い

た
だ
き
ま
す
」

―
で
も
、
現
金
書
留
で
も
い
い
の

で
し
ょ
う
？

　「
そ
れ
は
ダ
メ
で
す
。
印
紙
を
買
っ

て
く
だ
さ
い
」

―
印
紙
は
東
京
で
も
買
え
ま
す

か
？

　「
東
京
で
は
買
え
ま
せ
ん
。
岩
手
県

で
の
み
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
」

―
あ
の
ー
、
ど
の
県
も
現
金
書
留

で
す
よ
。ほ
ん
と
に
ダ
メ
な
ん
で
す
か
、

印
紙
じ
ゃ
な
い
と
。

　「
は
い
、
岩
手
県
は
印
紙
な
ん
で
す
」

―
「
印
紙
は
ど
こ
で
、
ど
う
や
っ

て
買
う
ん
で
す
か
？

　「
案
内
に
書
か
れ
て
い
る
県
の
所
定

事
例
44

事
例
45

の
部
署
へ
現
金
書
留
で
印
紙
代
の
お
金

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
返

信
用
封
筒
で
お
送
り
し
ま
す
」

―
そ
れ
っ
て
二
度
手
間
で
は
な
い

で
す
か
？
　
無
駄
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

本
当
に
現
金
書
留
で
は
ダ
メ
な
の
？

　「
は
い
、
ダ
メ
で
す
。
現
金
書
留
だ

と
処
理
で
き
ま
せ
ん
」

―
と
っ
て
も
不
便
で
す
ね
。
お
か

し
な
や
り
方
で
す
よ
。

　「
は
あ
⋮
⋮
で
も
、
そ
う
決
ま
っ
て

い
る
ん
で
す
」

―
今
ま
で
、
こ
ん
な
風
に
文
句
言

わ
れ
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
か
？

　「
あ
り
ま
せ
ん
」

―
こ
ん
な
や
り
方
は
絶
対
変
だ
と

思
い
ま
す
よ
。改
善
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

　「
は
あ
、
検
討
は
い
た
し
ま
す
⋮
」

　
お
金
の
支
払
い
は
、今
や
多
様
化
し
、

そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

す
れ
ば
、
税
金
で
す
ら
ス
マ
ホ
を
使
っ

て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
岩
手
県
は
、
岩
手
県
で
し

か
買
え
な
い
岩
手
県
の
印
紙
を
、
岩
手

県
の
所
定
の
部
署
に
現
金
書
留
を
送
っ

て
買
い
、
岩
手
県
か
ら
返
信
用
封
筒
で

送
ら
れ
て
く
る
岩
手
県
の
印
紙
を
、
書

類
と
と
も
に
岩
手
県
教
育
委
員
会
に
送

付
す
る
、
と
い
う
二
度
手
間
、
三
度
手

間
の
よ
う
な
こ
と
を
利
用
者
に
強
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
東
京
都
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
現
金
書
留
に
よ

る
支
払
い
（
東
京
都
の
登
録
審
査
会
場

で
び
っ
く
り
し
た
の
だ
が
、
都
は
登
録

証
発
行
の
料
金
をPayPay

で
も
支

払
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
正
直
、
こ

れ
に
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
！
）が
、

な
ぜ
岩
手
県
で
は
不
可
な
の
か
。
全
く

理
解
で
き
な
い
。

　
岩
手
県
だ
け
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
神
奈
川
県
在
住
の
知

人
が
千
葉
県
の
登
録
証
の
再
発
行
で
、

千
葉
県
の
収
入
印
紙
を
、
現
金
書
留
で

購
入
し
、
印
紙
を
千
葉
県
教
育
庁
に

送
っ
て
再
交
付
し
て
も
ら
っ
た
、
と
言

う
の
だ
。
探
せ
ば
同
様
の
自
治
体
が
他

に
も
い
く
つ
か
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
印
紙
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
印
紙
絡

み
の
収
入
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
言
う

知
人
も
い
た
。
お
の
お
の
都
合
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
が
、
県
外
の
利
用
者
に
余

計
な
手
間
と
お
金
を
掛
け
さ
せ
て
平

気
、
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ

う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
の
は

日
本
国
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
各
藩
が
そ

れ
ぞ
れ
並
び
立
っ
た
幕
政
時
代
の
日
本

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ス

マ
ー
ト
と
は
決
し
て
言
え
な
い
サ
ー
ビ

ス
が
、
時
代
の
流
れ
に
逆
行
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
驚
く

次
第
で
あ
る
。（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

�
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〈主な内容〉
Ⅰ戦後日本刀事件史
羽生事件―刀剣界の戦後はここに
始まる／偽造刀事件と日刀保「認
定書」問題／疑惑の指定「五口の
重文大刀」／赤羽刀のその後―疑
惑は払拭されたのか／行方不明の
国宝 ･重要文化財／略奪された国
宝／作刀再開への道／全日本刀匠
会結成と日刀保たたら／刀剣界に
「戦犯」はいたか／刀剣界の再生
と再編／大義なきクーデター―日
刀保「平成 18 年問題」

Ⅱ日本刀の近現代
近現代の日本刀―帯刀禁止 ･民間
武器回収と作刀の興廃を巡って／
秘された戦後刀剣史―赤羽刀の全
貌と刀狩りの実相／日本刀復興の
盛典―『栗原彦三郎全記録』余録
／異端刀匠伝―塚本一貫斎起正 ･
笠間一貫斎繁
継 ･栗原彦三
郎昭秀／希代
の刀匠	柴田
果―その時代
と周辺／俵國
一『日本刀の
科学的研究』
を巡って―日
本刀の世界は
何を学んだか

　
酒
呑
童
子
と
は
平
安
時
代
、
一
条

天
皇
の
時
代
、
夜
な
夜
な
都
に
現
れ

て
、
貴
族
の
子
女
を
誘
拐
し
、
都
人

を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
モ
ノ
ノ

ケ
。
一
言
で
言
え
ば
、
鬼
で
あ
る
。

　
そ
の
住す

み

処か

は
都
の
西
北
大
江
山
。
酒

呑
童
子
の
成
敗
を
命
じ
ら
れ
て
出
立

し
た
の
が
、
源
頼
光
と
渡
辺
綱
を
筆

頭
と
す
る
四
天
王
、
そ
し
て
藤
原
保

昌
と
家
臣
の
わ
ず
か
七
人
。
途
中
、
不

思
議
な
四
人
（
実
は
住
吉
社
・
石
清

水
社
・
日
吉
社
・
熊
野
の
神
々
）
に

出
会
っ
て
そ
の
力
を
借
り
、
酒
呑
童

子
の
城
に
到
着
。
見
事
、
酒
呑
童
子

を
切
り
、
捕
ら
わ
れ
て
い
た
人
々
を

助
け
、
都
に
凱
旋
す
る
と
い
う
物
語

で
あ
る
。

　
こ
の
物
語
は
有
名
で
あ
る
し
、
刀

装
具
の
画
題
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

も
多
い
。
し
か
し
、
物
語
が
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
、
発
展
し
、
完
成

し
た
の
か
。
中
世
の
人
々
は
酒
呑
童

子
の
物
語
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込

め
た
の
か
。
そ
も
そ
も
酒
呑
童
子
と

は
何
な
の
か
。
謎
は
多
い
。

　
髙
橋
氏
は
、
聖
徳
太
子
信
仰
や
中
国
に

伝
わ
る
伝
説
、
仏
教
と
文
化
を
育
ん
だ
比

叡
山
の
役
割
、
水
の
武
士
団
渡
辺
党
の
動

向
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
取
り

組
み
、
酒
呑
童
子
と
は
何
か
、
そ
し
て
中

世
の
人
々
の
恐
れ
と
内
面
世
界
に
、
氏
な

り
の
道
筋
と
結
論
を
示
し
て
い
る
。
独
特

の
着
眼
点
と
個
性
的
な
研
究
手
法
は
流
石

と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
も
と
も
と
こ
の
本
は
一
九
九
一
年
に
中

公
新
書
、
そ
の
後
、
中
公
文
庫
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
、
読
み
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫
も
あ
り
、
ま
た
史
料
の
扱

い
に
関
す
る
郷
土
史
家
か
ら
の
強
烈
な
お

叱
り
も
糧
と
し
（
髙
橋
先
生
で
も
史
料
批

判
の
甘
さ
を
指
摘
さ
れ
た
ら
し
い
！
）、

さ
ら
に
初
版
以
来
の
研
究
の
進
展
、
社
会

の
変
化
、
髙
橋
氏
自
身
の
新
研
究
を
盛
り

込
み
、「
定
本
」
と
し
て
二
〇
二
〇
年
、

岩
波
書
店
か
ら
世
に
出
た
の
が
こ
の
本
。

　
髙
橋
氏
は
こ
の
書
の
中
で
「
ホ
ビ
ー
の

よ
う
な
、
そ
う
で
な
い
よ
う
な
、
と
に
か

く
、
夢
中
で
あ
る
。
酒
呑
童
子
説
話
成
立

の
謎
と
き
ゲ
ー
ム
に
で
あ
る
」
と
研
究
中

の
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
そ
う
、
調
べ
も
の
は
楽
し
い
。
時
間
を

忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
思
い
で
書
か
れ

た
本
は
読
ん
で
い
て
も
楽
し
い
。

　
作
家
永
井
路
子
先
生
が
、
中
公
新
書
出

版
後
、『
東
京
新
聞
』
一
九
九
二
年
九
月

十
三
日
解
説
で
「
盲
点
に
ぎ
り
ぎ
り
と
針

を
刺
し
こ
ま
れ
る
思
い
で
、
痛
い
痛
い
、

と
言
い
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
、
も
の
を

考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
こ
れ

は
そ
う
い
う
本
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
全
く
同
感
で
あ
る
。
特
に
酒
呑

童
子
、
頼
光
・
渡
辺
綱
と
鬼
の
話
、
そ
の

他
の
事
柄
（
例
え
ば
馬
と
サ
ル
、
河
童
、

猩
々
）
は
刀
剣
・
刀
装
具
の
世
界
に
も
な

じ
み
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
初
め
て
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
既
読
の
人

（
初
版
で
読
ん
だ
人
も
、
文
庫
で
読
ん
だ

人
）
も
、
あ
ら
た
め
て
集
大
成
と
も
言
う

べ
き
「
定
本
」
を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し

た
い
。

　
本
格
的
な
論
文
調
な
の
で
、
初
め
は
大

変
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
の
体
験
か
ら
言

う
と
、
そ
こ
を
我
慢
し
て
ど
う
に
か
読
み

進
め
ば
途
中
か
ら
ス
ー
ッ
と
読
み
や
す
く

な
る
。
舞
台
が
大
江
山
だ
け
に
、
そ
こ
は

山
登
り
な
の
で
あ
る
。
（
小
島
つ
と
む
）

■
髙
橋
昌
明
（
た
か
は
し
・
ま
さ
あ
き
）

一
九
四
五
年
、
高
知
市
生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
、
神
戸
大

学
大
学
院
人
文
科
学
科
教
授
。
現
在
は
神

戸
大
学
名
誉
教
授
。
日
本
中
世
史
専
攻
。

文
学
博
士
。『
武
士
の
日
本
史
』『
平
家
の

群
像
―
物
語
か
ら
史
実
へ
』『
平
清
盛
―

福
原
の
夢
』『
清
盛
以
前
―
伊
勢
平
氏
の

興
隆
』『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』『
武
士
の

成
立
―
武
士
像
の
創
出
』
な
ど
、
著
書
多

数
。

酒
呑
童
子
に
ま
つ
わ
る
説
話
の
謎
解
き
ゲ
ー
ム

『
定
本
酒
呑
童
子
の
誕
生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
』

　髙
橋
昌
明
著

　定
価
一
、五
四
〇
円

　岩
波
書
店

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

　
警
視
庁
の
協
力
団
体
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
私
た

ち
古
物
商
や
古
物
市
場
と
関
わ
り
の
深
い
東
京
都
古
物

商
連
合
会（
東
古
連
）が
、
地
域
再
開
発
の
流
れ
に
対
応

し
、
千
代
田
区
神
田
東
松
下
町
の
新
築
ビ
ル
一
階
に
事

務
所
を
移
し
た
の
は
二
年
前
で
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
三
年
十
二
月
十
四
日
に
一
般
社

団
法
人
東
京
古
物
商
防
犯
連
盟
と
し
て
法
人
登
記
し
ま

し
た（
略
称
は
そ
の
ま
ま
）。

　（
一
社
）東
古
連
は
、
美
術
品
は
も
ち
ろ
ん
自
動
車
・

貴
金
属
・
書
籍
な
ど
、
国
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る
古
物

商
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
る
全
国
組
織
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
通
り
、
地
元
警
察
署
の
各
講
習
会
サ
ポ
ー
ト

や
、
関
係
省
庁
か
ら
の
連
絡
事
項
や
各
種
情
報
提
供
な

ど
の
ほ
か
、
古
物
商
の
標
識
、
古
物
台
帳
な
ど
の
斡
旋

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
古
物
関
連
法
案
の
最

新
情
報
に
加
え
、
会
員
専
用
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
も
あ

り
、
古
物
営
業
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
、
台
帳
や
標

識
が
会
員
価
格
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
方
面
別
、
地
域
・
職
域
で
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
新
規
入
会
等
の
問
い
合
わ
せ
先
=

contact@toukorenn.jp
https://toukoren.jp

（
伊
波
賢
一
）

組
織
変
更
し
た「
東
古
連
」

　
文
化
庁
が
東

京
・
霞
が
関
か
ら

京
都
市
に
移
転

し
、
三
月
二
十
七

日
か
ら
業
務
を
始

め
た
。

　
東
京
一
極
集
中

是
正
を
目
指
す
地

方
創
生
の
一
環
で

平
成
二
十
八
年
に

決
ま
っ
た
も
の

で
、
中
央
省
庁
の

本
格
的
な
地
方
移

転
は
初
め
て
。
東
京
に
も
拠
点
を
残
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
も
駆
使
し
て
仕
事
を
行
う
。
京
都

の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
施
策
や
情
報
発
信

が
期
待
さ
れ
る
。

　
新
文
化
庁
は
、
京
都
府
庁
敷
地
内
の
旧
府
警

本
館
な
ど
に
入
居
。
こ
の
日
は
都
倉
俊
一
長
官

ら
幹
部
や
、
先
行
移
転
し
て
い
た
職
員
ら
計
約

七
十
人
が
業
務
を
開
始
し
た
。

　
他
の
職
員
は
大
型
連
休
中
に
移
り
、
五
月
十

五
日
か
ら
全
体
の
六
割
に
当
た
る
三
百
八
十
人

体
制
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
京
都
庁
舎
の
所
在
地
は
、
〒
６
０
２-

８
９

５
９
京
都
市
上
京
区
下
長
者
町
通
新
町
西
入

藪
之
内
町
八
五-

四
　
☎
〇
七
五-

四
五
一-

四
一
一
一

文
化
庁
が
移
転
先
の
京
都
で
業
務
開
始文化庁の京都移転庁舎

有
う

楽
らく

斎
さい

こと織田長
なが

益
ます

は天文16年（1547）、織田信
秀の子、信長の弟として生まれました。信長・秀吉・
家康の下、武将として活躍し、晩年には京都・建仁
寺の塔頭である正

しよう

伝
でん

院
いん

を再興、隠棲します。正伝院内に建てた茶室（如庵）は国宝に指定され、各地に如庵の写しが建て
られました。近代化の中で寺名を改めつつ、正伝永源院には現在も有楽斎ゆかりの文化財が数多く伝来しています。
　文化人・有楽斎として名高い一方、武士・長益には悲観的なイメージが付きまといます。天正10年（1582）本能寺の変では、
二条御所にこもる自らが付き従う信忠（信長長男）の切腹後、二条御所を脱出します。このため、京の人々には「切腹を勧
めておいて、逃げた男」と揶揄されました。さらにその後、信

のぶ

雄
かつ

（信長次男）に仕え、家康と秀吉の講和を調整するなど存
在感を示したものの、信雄が改易されると今度は秀吉の御伽衆に加わります。関ヶ原の戦いでは東軍として参戦、戦後も豊
臣家に仕えましたが、大坂夏の陣の前には家康の許可を得て主人から離れました。
　織田・豊臣・徳川の３天下人に仕えて時流を乗り切り、75歳までの長い人生を「有楽斎」として京に隠棲した彼の心中
には、どのような思いがあったのでしょうか。戦乱を生き延びた彼の美意識は現代の茶道に息づき、規範とされています。
　有楽斎の四百年遠忌に当たり、正伝永源院に伝わる文化財を再度調査しました。ここで得られた知見を基に、織田有楽
斎という人物を今一度捉え直す展覧会です。
会期：4月22日㈯～6月25日㈰

■京都文化博物館 〒604-8183	京都市中京区三条高倉　☎075-222-0888　https://www.bunpaku.or.jp/

四百年遠忌記念特別展
「大名茶人 織田有楽斎」

短刀 無銘 貞宗（国宝・名物寺沢貞宗）文化庁蔵（５月23日～６月25日展示）

『戦後日本刀事件史』
 土子民夫 著　㈱天夢人 刊
 定価2,090円

新
刊
紹
介

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
で
四
年
越
し

と
な
っ
て
し
ま
い
、
待
ち
に
待
た
れ
た

日
本
刀
の
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト
・
第
一

回
「
刀
座
」
が
去
る
四
月
一
日
（
土
）

と
二
日
（
日
）、
大
阪
城
ホ
ー
ル
内
、

城
見
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
初
日
に
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
会
場
と
な
っ
た
城
見
ホ
ー
ル
は
、Ｊ
Ｒ

大
阪
城
公
園
駅
か
ら
徒
歩
で
五
分
ほ

ど
。
駅
を
出
る
と
、左
手
に
は
大
阪
城
。

正
面
の
ひ
と
き
わ
目
立
つ
丸
い
屋
根
の

建
物
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
の
一
階
で
す
。

周
辺
は
お
花
見
の
名
所
で
、
折
し
も
桜

が
満
開
を
迎
え
て
お
り
、
国
内
外
か
ら

訪
れ
た
観
光
客
と
、
周
辺
施
設
で
行
わ

れ
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
観
客
と
が
合
わ

さ
り
、
す
ご
い
人
出
で
し
た
。

　
少
し
進
む
と
、
刀
座
の
案
内
板
が
キ

ラ
リ
。
見
つ
け
て
入
場
す
る
と
、
こ
こ

も
賑
や
か
。
見
た
こ
と
あ
る
刀
屋
さ
ん

が
い
る
、
い
る
。

　
東
は
関
東
や
新
潟
方
面
か
ら
、
西
は

九
州
各
地
か
ら
大
阪
目
指
し
て
持
ち

寄
っ
た
武
具
の
名
品
を
陳
列
す
る
気
迫

い
っ
ぱ
い
の
三
七
店
舗
が
ズ
ラ
リ
。
入

場
者
も
写
真
の
よ
う
に
大
変
な
賑
わ

い
。
商
品
を
手
に
取
っ
て
ご
満
悦
な
お

客
の
姿
を
目
に
す
る
度
に
、
刀
座
実
行

委
員
会
代
表
・
花
田
豊
広
さ
ん
の
ニ
コ

ニ
コ
顔
が
重
な
り
ま
す
。

　
会
場
で
花
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。「
ど
れ
く
ら
い
来
て
く

れ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、
多
く
の

お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
け
て
本
当

に
良
か
っ
た
」「
実
は
ね
、
コ
ロ
ナ
が

な
か
っ
た
ら
、
四
回
目
の
開
催
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
率
直
な

感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

　
何
の
下
地
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ

だ
け
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
実

現
さ
れ
る
に
は
多
く
の
ご
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
成
功
に
導
か
れ
た

花
田
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
「
こ
の
度
は

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
大
阪
ま
で
来
た
の
だ
か
ら

と
思
い
、
私
も
買
い
物
を
し
て
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
刀
座
は
、
二
日
間
で
一
三
〇

〇
を
超
え
る
入
場
者
数
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。西
も
東
も
、刀
剣
ブ
ー
ム
は
真
っ

盛
り
で
す
。
こ
の
度
の
刀
座
盛
会
は
、

私
た
ち
の
業
界
全
体
を
勇
気
づ
け
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
（
生
野
正
）

第一回「
刀
座
」は
成
功
裏
に
閉
幕

お客さまで賑わう刀座の会場
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催 事 情 報

　2023年のNHK大河ドラマは、62作目となる「どうす
る家康」です。これまで数多くの大河ドラマに登場し
てきた徳川家康ですが、単独主役は1983年の「徳川家康」
以来40年ぶりとなります。
　家康が生きた戦乱の世は、まさに予期せぬことが次々
に起きる時代。家康は、リーダーとして、たくさんの「ど
うする？」を突き付けられ、ピンチを招いた局面でも、
決して逃げずに答えを出し続け乱世を終わらせました。
先行きの見えないのは現代も同じ。今回の大河ドラマでは、家康を現代に通
ずるリーダー像として、様々な人間との関係を大切に描いています。
　本展覧会では、このNHK大河ドラマ「どうする家康」と連動し、徳川家康
のほか、織田信長、豊臣秀吉など、さまざまな戦国武将にまつわる品々や、
同時代の美術品・歴史史料などを紹介し、徳川家康と彼が生きた時代を浮き
彫りにします。三井記念美術館から岡崎市美術博物館・静岡市美術館へと巡
回する展覧会です。
会期：4月15日㈯～6月11日㈰
　　　［岡崎展］岡崎市美術博物館　7月1日㈯～8月20日㈰
　　　［静岡展］静岡市美術館　　　11月3日 ～12月13日㈬
　　　※出品作品は会場ごとに異なります。

■三井記念美術館
〒103-0022	東京都中央区日本橋室町2-1-1　三井本館7階　☎050-5541-8600ハローダイヤル

　https://www.mitsui-museum.jp/exhibition/next.html

NHK大河ドラマ特別展「どうする家康」

　慶長８年（1603）、征夷大将軍となった徳川家康は、江戸幕府を開き、約
250年も続く泰平の世の基礎を築き上げました。家康の生涯の大半は、室町
時代から続く戦国の世にあり、時に命が危険にさらされながらも困難を乗り
越え、戦乱の世に終止符を打ちました。
　家康が取った選択に注目しながらその波乱の生涯をたどりつつ、家康の人
となりから軍事力・政治と学問・茶や香道といった芸能などに焦点を当て、
徳川家康像を紐解いていきます。
　なお、2023年は、いつご来館いただいても必ず“徳川家康ゆかりの品”が
ご覧いただけます。
会期：7月23日㈰～9月18日

■徳川美術館
　〒461-0023	愛知県名古屋市東区徳川町1017　☎052-935-6262
　https://www.tokugawa-art-museum.jp/

夏季特別展「徳川家康─天下人への歩み─」

　江戸時代、刀の鐔や小柄といった装剣金具の製作に
おいて、一大流派を成した水戸の金工。精緻な高肉彫
を特色の一つとし、龍虎や人物、花鳥などの図様を生
き生きと表現して人気を博しました。特に江戸末期か
ら明治にかけて多くの名工を輩出します。海野勝珉、
萩谷勝平、海野美盛らは廃刀令が出された後も輸出向
け製品としての装剣金具や調度品などを製作し、名声
を高めました。
　本展では、当館が所蔵する幕末から明治期に作られた
装剣金具、印籠、喫煙具、花瓶などの逸品を展覧します。
会期：3月18日㈯～6月４日㈰

■清水三年坂美術館
〒605-0862	京都市東山区清水寺門前産寧坂北入清水三丁目	337-1　☎075-532-4270

　https://sannenzaka-museum.co.jp/

幕末･明治の水戸金工
　鉄製大刀は副葬品として数多くの古墳から出土して
いますが、これらのほとんどが反りを持たない直刀で
す。一方で、「刀」としてなじみ深い日本刀は反りが特
徴の刀剣です。日本刀のこうした姿が成立したのは平
安時代後期～末期と言われています。古代の直刀は、
いつ、なぜ日本刀へとその形を変えたのか。今回の展
示では、明治大学の調査によって出土した古墳時代終
末期の大刀５点を展示し、鉄刀の姿の変遷について探
ります。明大コレクションでは初の刀剣をテーマとし
た展示となります。ぜひご覧ください。
会期：2月7日㈫～5月6日㈯

■明治大学博物館
　〒101-8301	東京都千代田区神田駿河台1-1　アカデミーコモン地階
　☎03-3296-4448　https://www.meiji.ac.jp/museum/

上古の刀

　令和４年、庄内藩主酒井家が入部して400年を迎えま
した。これからの50年、100年、新たな時代を刻む第一
歩として本展を開催します。
　酒井家初代の酒井忠次は、主君徳川家康の前半生を
支え、立身出世に貢献した第一の重臣です。合戦で多
くの戦功を挙げ、軍事・内政・外交、あらゆる面で徳
川家の支柱となりました。後世には「徳川四天王」に
数えられています。
　本展では、忠次が家康や織田信長から拝領した国宝の太刀二振をはじめ、
酒井家に伝来した貴重な美術工芸品を紹介します。また、岡崎・浜松時代の
家康と忠次が、風雲急を告げる乱世をどのように乗り越えてきたか、今に残
る古文書や歴史資料からたどります。
会期：4月29日 ～6月12日㈪

■致道博物館
　〒997-0036	山形県鶴岡市家中新町10-18　☎0235-22-1199
　https://www.chido.jp/

時を刻む─酒井家庄内入部401年特別展
「徳川家康と酒井忠次」

　栄枯盛衰は世の常と言われ、いくつもの戦と平和を
繰り返しながら現代社会へと繋がっています。今回は
時代によって姿形を変えた刀剣の変遷を軸に、平安時
代の戦乱を描いた『後三年記』から『平家物語』や『太
平記』『蒲生之記』などの戦物語や『古判手鑑』など戦
国武将たちの書状、注文打ちの刀剣を展覧し、いろい
ろな思いを持って生き抜くために刀剣を持ち、太平を
夢見て時代を、戦場を駆け抜けたサムライたちの軌跡
をご紹介します。
会期：4月15日㈯～6月18日㈰

■林原美術館
　〒700-0823	岡山県岡山市北区丸の内2-7-15　☎086-223-1733
　https://www.hayashibara-museumofart.jp/

企画展「戦記×刀─駆け抜けたサムライたちの夢の跡─」

　たたら―何か神秘的にして、ワクワクするような響き
に満ちた言葉かもしれません。そのためか、近年、この
技術への社会的関心がますます高まっているようです。
　粘土で作った炉に砂鉄と木炭を交互に入れ、そして
近代科学でも解明できない鐵を作り出す「たたら製鉄」。
では、たたら製鉄は、一体どのような技術で、どのよ
うに鐵が作られ、どのような歴史を歩み、そもそもど
のような道具や人々が要るのでしょうか？　このよう
な疑問にお答えするべく、本展覧会は企画されました。
　たたら製鉄には、日本の文化や日本人のものづくり思想が凝縮されています。
列島の人々は古来、自然と格闘しながらも決して克服を目指すことはなく、共
生・共存・共働を旨とした自然観を持っていました。この自然観をものづくり
の面から体現したものが、たたら製鉄です。そして「自然との共生を旨とする
ものづくり文化」を後世へと伝えるべく活動しているのが「日刀保たたら」で
す。「日刀保たたら」そのものが「ものづくり文化」の塊といえるでしょう。
　本展覧会では、ものづくり文化の重要性をたたら製鉄の歴史と「日刀保た
たら」の歩み、その現在のあり方を通じて発信します。ものづくり文化の原
点であるたたら製鉄の過去、現在進行形としての今、そして未来へと進んで
いく「日刀保たたら」。その歴史と魅力と未来像をこの展覧会ではお見せし
たいと考えています。
会期：3月4日㈯～5月21日㈰

■刀剣博物館
　〒130-0015	東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

鐵の源流─たたら製鉄と日本刀展

　後鳥羽上皇の御番鍛冶として数多く選出された備前
の刀工集団「一文字」派の呼称は、天下一を意味する「一」
の銘を茎に刻むことに由来するとも言われます。名工則
宗を祖とし、鎌倉時代中期には福岡一文字として最盛期
を迎え、豪華絢爛な丁子の刃文で一世を風靡しました。
　本展覧会は、岡山ゆかりの備前刀への関心を高め、
理解を深めることを目的とし、福岡一文字派の作品を
中心に、その特徴や見所をご紹介します。
会期：4月1日㈯～5月7日㈰

■岡山県立博物館
　〒703-8257	岡山市北区後楽園1-5　☎086-272-1149
　https://www.pref.okayama.jp/site/kenhaku/

名刀 福岡一文字の光彩

　備前国は日本一の日本刀の産地です。吉井川下流域の長船を中心とした地
域は、多くの日本刀の製作を行っていました。この地域に住む刀工たちは、
長い歴史の中でさまざまな流派を形成していきました。代表的な流派には、
鎌倉時代初期に福岡地区（瀬戸内市長船町福岡）で興った福岡一文字派、鎌
倉時代中期には長船地区（長船町長船）を中心とした長船派が挙げられます
が、そのほかにも近隣には畠田派や、吉井川を挟んで対岸には吉井派や吉岡
一文字派など、さまざまな派が生まれてきました。
　本展では、令和２年度に開催してテーマ展「長船の郷土刀」の続きとして、
長船地区を中心とする吉井川下流域で活動していた各流派の刀工を紹介する
とともに、刀剣の聖地とされるこの地域の歴史をわかりやすく展示します。
会期：4月29日㈯～7月2日㈰

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271	岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

長船の郷土刀 パートⅡ

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

印刷／株式会社キタジマ


